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潰

③
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張
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ぐ

一
二

序

説

　
ケ
イ
ン
ズ
の
「
一
般
理
論
」
が
公
刊
せ
ら
れ
て
以
來
、
國
民
経
濟
の
全
髄
と
し
て
の
運
動
を
國
民
所
得
の
清
長
に
よ
つ
て
分
析
せ
ん
と

す
る
立
揚
、
即
ち
所
得
分
析
の
方
法
は
廣
く
一
般
的
な
承
認
を
う
け
、
此
の
二
十
年
間
に
目
畳
ま
し
い
理
論
的
成
果
を
蓄
積
し
て
き
た
。

多
く
の
人
没
が
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
凡
ゆ
る
二
重
計
算
を
相
殺
し
て
得
ら
れ
る
純
計
と
し
て
の
國
民
所
得
概
念
は
、
経
濟
の
総
過
程
に

お
い
て
結
局
ど
れ
だ
け
の
國
民
純
生
産
物
が
生
産
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
を
明
示
す
る
意
味
で
は
、
確
か
に
國
民
経
濟
活
動
の
綜
合
的
指

標
た
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
而
も
、
複
雑
な
産
業
交
流
の
事
情
を
抜
き
に
し
た
純
計
を
取
扱
う
こ
と
の
故
に
、
極
め
て
○
需
獲
江
9
巨
で

あ
る
と
い
う
利
黙
を
享
受
し
て
い
る
。
o
Q
（
憎
）
H
』
（
図
）
に
よ
つ
て
ケ
イ
ン
ズ
髄
系
の
精
髄
を
偉
え
ん
と
す
る
立
揚
は
、
そ
の
可
否
を
別

に
し
て
も
、
軍
純
李
明
さ
に
お
い
て
他
の
如
何
な
る
理
論
も
そ
の
比
で
は
な
い
。
浩
潮
な
シ
ェ
リ
ン
グ
の
欝
學
分
析
を
は
じ
め
、
ヒ
ッ
ク

ス
・
ハ
ン
セ
ン
・
ハ
・
ッ
ド
な
ど
．
の
経
濟
攣
動
分
析
に
關
す
る
最
近
の
彩
し
い
業
績
は
、
そ
の
内
容
に
多
く
の
差
異
は
あ
っ
“
も
、
國
民

所
得
を
中
心
と
す
る
分
析
で
あ
る
こ
と
で
は
軌
を
一
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
か
か
る
亘
税
的
な
所
得
分
析
に
は
、
・
國
民
経
濟
の
構
造
的
側
面
の
無
硯
と
い
う
貼
に
關
し
、
分
析
の
最
初
か
ら
本
質
的
制
約

が
存
在
し
て
い
る
。
一
髄
吾
々
は
、
嚢
展
産
業
と
衰
退
産
業
を
相
互
に
李
均
し
た
國
民
所
得
の
成
長
率
よ
り
、
國
民
経
濟
の
構
造
に
關
し



て
如
何
な
る
知
識
を
得
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ろ
う
か
。
叉
、
一
口
に
資
本
形
式
と
言
り
て
も
そ
れ
は
質
的
に
異
れ
る
多
く
の
産
業
部
門

に
お
い
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
所
得
分
析
で
は
、
そ
れ
ら
を
凡
て
同
質
的
藪
量
と
し
て
集
計
し
て
こ
そ
始
め
て
意
義
を
も
つ
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
資
本
形
成
が
ど
の
産
業
部
門
に
ど
れ
程
行
わ
れ
る
か
に
よ
り
そ
の
國
民
経
濟
に
及
ぼ
す
敷
果
も
自
か
ら
異
り
、
延
い
て
は

國
民
所
得
の
水
準
に
も
襲
言
礎
を
も
つ
に
至
る
で
あ
ろ
う
。

　
此
の
論
稿
の
目
的
は
、
所
得
分
析
で
は
殆
ん
ど
省
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
つ
た
経
濟
構
造
の
問
題
を
、
産
業
部
門
の
相
互
依
存
關
係
と

い
う
側
面
か
ら
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
、
経
濟
學
は
、
特
に
慧
a
葺
o
窪
笹
冨
に
關
し
て
は
日
進
月
歩
を
途
げ
て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
、
長
い
間
経
濟
學
者
の
關
心
で
あ
つ
た
経
齊
構
造
の
分
析
も
、
軍
な
る
過
去
へ
の
復
蹄
で
は
無
意
味
で
あ
る
。
殊
贋
所
得
分
析

で
磨
き
あ
げ
ら
れ
て
き
た
乗
数
の
理
論
と
加
速
度
原
理
は
、
攣
動
過
程
の
有
敷
な
分
析
用
具
と
し
て
武
器
庫
に
牧
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、

今
ヨ
で
は
、
こ
れ
を
忘
却
の
彼
方
に
追
い
や
る
軍
と
は
殆
ど
不
可
能
で
あ
る
。
吾
六
臓
以
下
に
お
い
ズ
、
所
得
分
析
の
理
論
的
成
果
を
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

用
し
つ
つ
、
最
近
漸
く
に
し
て
研
究
の
緒
に
つ
い
た
産
業
連
關
の
理
論
の
若
干
問
題
に
つ
い
て
、
分
析
を
進
め
た
い
と
思
う
。

（
1
）
　
吾
々
の
分
析
の
基
礎
と
な
れ
届
の
は
、
レ
オ
ン
チ
，
フ
ェ
の
二
巻
の
著
書

≦
い
8
暮
一
。
戸
§
。
摯
§
“
ミ
馬
ミ
』
§
誉
§
§
§
き
」
。
一
。
1
一
8
。
」
3
ド

　
　
　
　
、
、
　
　
G
o
欝
§
恥
G
。
昏
§
q
Q
讐
§
§
還
。
、
§
』
謹
試
。
§
自
。
§
§
撃
一
3
Q
m

　
で
あ
る
。
前
著
は
紹
濟
構
造
の
欝
學
分
析
が
主
要
内
容
で
あ
り
、
後
著
に
お
い
て
始
め
て
、
資
本
蓄
積
の
動
學
分
析
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
し
か
し

　
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
の
主
た
る
關
心
は
、
　
一
般
均
衡
理
論
の
シ
ェ
ー
マ
を
敷
量
的
計
測
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
鍛
え
あ
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
紹
濟
理
論
と

　
い
う
観
鮎
か
ら
は
、
吾
々
の
要
求
を
み
た
す
所
は
甚
だ
少
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
方
向
に
決
定
的
一
渉
を
踏
み
出
し
た
の
は
、
グ
ソ
ド
ウ
イ

　
　
　
崔
霊
粟
連
關
｝
の
理
論
に
畷
㎜
す
る
一
研
究
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四

ン
と
チ
ッ
プ
マ
ン
で
あ
つ
た
o

㌃
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の
o
o
隻
≦
コ
．
．
一
’
ゴ
o
ッ
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ざ
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⇒
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一
民
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ω
9
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q
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）
一
凶
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p
い
、
国
8
謹
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～
蕊
塁
■
一
3
ρ
0
9
こ
℃
マ
ω
蜜
－
零
↑

し
か
し
、
そ
こ
で
は
未
だ
、
資
本
蓄
積
の
問
題
は
不
問
の
ま
エ
に
幾
さ
れ
て
お
塑
、
輩
に
行
列
栗
激
の
理
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

1
産
業
部
門
の
連
結
と
行
列
乗
敷

　
　
　
①
　
投
入
・
産
出
表

　
　
　
　
’
　
　
　
　
，

　
今
、
％
個
の
産
業
部
門
が
存
在
す
る
と
假
定
し
よ
う
。
勿
論
、
い
か
な
る
部
門
を
構
成
す
べ
き
か
は
そ
の
時
々
の
問
題
提
出
の
性
質
に

依
存
す
る
。
例
え
ば
マ
ル
ク
ス
の
揚
合
に
は
生
産
手
段
生
産
部
門
と
清
費
資
料
生
産
部
門
の
二
部
門
構
威
が
問
題
で
あ
り
、
べ
ー
ム
”
ハ

イ
エ
ク
の
揚
合
に
は
生
産
の
時
間
的
配
列
に
從
う
直
線
進
行
的
産
業
構
造
の
模
型
が
分
析
の
封
象
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
π
個
の

部
門
は
、
集
計
の
手
績
き
に
よ
り
π
個
よ
り
も
少
い
部
門
に
統
合
す
る
こ
と
が
、
無
意
味
な
結
論
に
導
く
程
に
異
質
的
で
あ
る
こ
と
を
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

摘
す
れ
ぱ
充
分
で
あ
ろ
う
。

’
こ
れ
ら
π
個
の
産
業
部
門
の
間
に
は
、
財
貨
又
は
用
役
の
需
要
供
給
を
め
ぐ
つ
て
、
種
汝
の
關
係
が
存
在
す
る
。
今
、
あ
る
時
鮎
の
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

債
髄
系
で
計
測
さ
れ
た
第
．
包
部
門
の
生
産
量
を
解
、
第
．
乞
部
門
よ
り
第
．
ン
部
門
へ
の
流
量
3
名
と
し
て
考
え
ら
れ
た
供
給
量
を
伽
、
第

店、

雀
産
量
零
、
こ
墾
摘
の
部
門
の
い
ず
紮
の
鑑
婁
・
・
！
考
巻
砦
部
分
又
笹
の
繋
の
外
部
簸
誓
れ

る
部
粉
（
以
下
で
は
簡
軍
に
第
・
乞
部
門
に
渕
す
る
最
絡
財
需
要
と
呼
ぶ
）
を
ξ
で
示
す
。
こ
こ
に
髄
系
の
外
部
と
は
、
例
え
ば
輸
出
の
如
く
、



再
生
霧
程
奮
饒
漏
し
、
そ
の
雷
量
が
再
響
の
襲
の
肇
誇
の
葵
量
と
笈
寒
爺
分
を
霞
若
し
募
勢
の

再
生
産
が
直
接
吾
汝
の
關
心
と
な
ら
な
け
れ
ば
、
勢
働
者
家
計
の
消
費
支
出
項
目
は
膣
系
外
部
へ
の
販
費
量
と
看
倣
さ
れ
る
。

　
以
上
の
記
號
の
約
束
の
下
で
、
定
義
的
に
次
式
の
成
立
す
る
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
（
口
）
　
希
冒
＋
習
＋
－
－
噂
り
＋
旨
＋
馳
　
（
労
お
…
器
）

即
ち
、
各
産
業
部
門
の
産
出
量
は
、
髄
系
内
部
の
産
業
部
門
に
配
分
さ
れ
る
か
、
叉
は
髄
系
外
部
の
部
門
（
艦
系
内
部
え
の
ス
ト
ッ
ク
を
含

む
）
へ
販
薯
砦
か
の
い
ず
染
で
あ
る
．
蟹
の
麩
に
、
四
個
の
部
門
に
つ
い
て
行
裂
示
穿
農
誇
如
く
で
勇
・

（一

）

警
難

讐
。
。

健
鴇

審
。
。

濤
。
。

、

右
邊
第
蓑
の
正
客
列
は
、
辱
、
寒
・
富
習
曇
－
9
艮
－
蓉
一
2
轟
ば
砦
』
』
の
行
列
桑
列
に
詫
ば
・
詫

は
各
嚢
部
門
の
費
用
構
造
を
示
し
、
横
行
に
み
港
、
各
産
業
部
門
の
奮
量
が
如
鯉
配
分
詫
て
い
る
か
の
關
径
乞
示
す
・

所
で
、
凡
て
の
産
業
部
門
が
悉
く
漿
外
部
箋
し
て
最
欝
需
器
彗
と
考
え
る
こ
と
は
・
磐
く
非
現
菖
で
あ
含
・
例
》
え

ば
、
國
民
所
得
計
算
に
お
い
て
、
使
用
者
費
用
項
目
暑
轡
砦
原
材
料
供
給
鳶
奮
は
・
そ
の
最
絡
財
霧
羨
暑
え
る
の
が

適
當
で
あ
る
。
又
、
各
産
業
部
門
の
産
出
量
が
悉
く
燈
系
内
部
の
部
門
に
流
量
と
し
て
投
入
さ
れ
る
と
考
え
る
の
も
非
現
實
的
で
あ
る
。

從
つ
て
次
の
よ
う
に
假
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
（
H
）
　
難
y
。
じ
、
難
V
。
　
（
帆
鼻
b
。
噂
…
噛
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
り
け

　
　
　
　
　
産
業
蓮
關
剛
の
理
論
に
關
剛
す
る
一
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
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一
一
六

次
に
、
凡
て
の
産
業
部
門
が
髄
系
の
内
部
か
ら
投
入
量
を
需
要
し
且
つ
髄
系
の
内
部
の
他
の
部
門
に
そ
の
産
出
量
を
配
分
す
る
と
想
定
し

よ
う
。
但
し
、
全
部
門
が
正
の
需
給
關
係
で
蓮
結
さ
れ
て
い
る
と
想
定
す
る
こ
と
は
明
か
に
非
現
實
的
で
あ
る
か
ら
、
吾
六
は
次
の
よ
う

に
假
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
（
O
）
　
　
　
健
こ
》
O
…
吐
讐
㌧
〉
O
い
レ
．
讐
』
V
O
　
　
（
“
覧
”
ど
ρ
…
・
ゆ
製
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ロ
け
　
　
　
　
　
レ
ハ
け

勿
論
、
各
産
業
部
門
の
産
出
量
は
正
値
で
あ
る
。
最
後
に
吾
六
は
、
ワ
ル
ラ
ス
ほ
レ
オ
ン
チ
ヱ
フ
の
假
定
に
從
つ
て
、
均
衡
の
下
で
は
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

6
部
門
よ
り
第
プ
部
門
へ
の
供
給
量
が
第
プ
部
門
の
産
出
量
と
一
次
同
次
の
比
例
關
係
を
も
つ
も
の
と
レ
て
假
定
し
よ
う
。
邸
ち
、

　
　
　
（
Q
）
　
　
　
讐
、
旺
9
こ
零
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
斜
気
”
γ
ρ
…
・
醤
）

勿
論
・
こ
の
比
例
關
係
は
・
技
術
水
準
の
攣
動
に
よ
つ
て
攣
化
す
る
。
叉
、
吾
々
は
こ
こ
で
は
こ
の
係
数
を
償
値
表
示
に
ょ
つ
て
取
扱
つ

て
い
る
か
ら
、
相
封
便
格
の
攣
動
に
よ
つ
て
、
た
と
え
實
質
量
の
結
合
關
係
は
不
攣
で
あ
つ
て
も
、
容
易
に
そ
の
憤
値
表
示
は
攣
化
す
る
。

現
行
償
格
髄
系
の
表
示
に
よ
る
こ
の
係
敷
吻
は
、
第
ブ
部
門
の
第
φ
部
門
に
封
す
る
限
界
支
出
性
向
と
呼
ぶ
．
｝
と
が
出
來
る
で
あ
ろ
う
。

勿
論
こ
れ
ら
の
係
数
は
非
負
で
あ
る
。

　
以
上
の
假
定
を
（
一
』
）
式
に
適
用
し
、
需
給
均
衡
方
程
式
を
作
る
な
ら
ば
、
次
式
が
得
ら
れ
る
。

§
弩
難
難
」
［
㎜
一
＋
匝

（
§
甚
（
§
式
と
の
本
質
的
墾
混
は
、
前
謹
黎
『
憲
藝
一
・
至
考
え
ら
れ
る
事
後
的
恒
藷
墜
示
す
の
垂
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堅



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

後
者
は
均
衡
の
時
に
お
い
て
の
み
實
現
す
る
醜
鐵
表
零
冒
9
δ
と
し
て
の
事
前
的
均
衡
條
件
式
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
以
下
の
分
析
の
操
作
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
吾
々
は
記
號
を
次
の
如
く
定
め
よ
う
。

　　
　　
　　

轟
羨
櫓
㎝
“
　
｝
義
△
…
“

そ
の
ブ
ト
ル
の
エ
レ
メ
ン
ト
が
同
時
に
凡
て
が
零
な
ら
ざ
る
非
臭
て
窒
『
9
』
で
示
す
．
葦
霧
合
窪
累
に
糖
。

で
あ
る
。
行
列
且
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
列
ベ
ク
ト
ル
よ
り
成
る
も
の
と
看
徹
す
な
ら
ば
、
假
定
②
に
よ
つ
て
匡
胃
o
で
あ
る
。
但
し
こ

の
揚
合
の
0
は
零
行
列
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
（
一
る
）
式
は
次
の
よ
う
に
略
記
さ
れ
る
。

　
　
　
（
一
ト
）
　
　
健
”
」
健
十
伽
　
曾
　
（
肉
ー
、
ざ
1
1
伽

以
下
の
分
析
の
第
一
の
課
題
は
、
こ
の
最
後
の
方
程
式
の
解
の
性
質
を
吟
味
す
る
こ
と
で
献
記
。

　
　
　
②
　
行
列
乗
藪
の
性
質

　
先
ず
、
假
定
ω
に
よ
つ
て
、
噺
国
o
で
あ
る
。
從
つ
て
、
も
し
．
個
の
部
門
が
凡
て
一
次
濁
立
で
あ
り
且
っ
矛
盾
が
な
い
も
の
と
す
れ

ば
、
代
数
學
の
周
知
の
定
理
に
從
つ
て
、
行
列
（
肉
－
臥
）
は
正
則
で
あ
る
。
即
ち
、

　
　
　
（
二
）
　
鼠
（
肉
1
㌧
）
…
蔚
－
隻
旧
」
背
。
“
　
　
　
　
　
　
　
巳

が
成
立
す
る
。
そ
の
行
列
積
が
丁
度
軍
位
行
列
E
と
な
る
逆
行
列
（
肉
ー
匡
）
↓
を
（
↑
鼻
）
式
の
左
側
か
ら
乗
ず
る
な
ら
ば
、
（
問
ー
」
）
i
・

（
肉
ー
匡
）
璽
目
雨
堅
”
健
な
る
故
、

　
　
　
　
　
嚢
連
關
の
蓄
編
す
る
一
璽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
七

㌧



　
　
　
　
　
一
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學
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経
濟
學
研
究
　
【
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八

　
　
　
（
ド
α
）
　
　
健
”
（
肉
－
匡
）
ー
、
鞭
…
雨
鞭

を
得
る
。
こ
れ
が
吾
女
の
髄
系
の
一
般
解
で
あ
る
。

　
一
見
し
て
明
白
な
よ
う
に
、
（
一
ぴ
）
式
は
互
覗
的
所
得
分
析
に
お
け
る
周
知
の
「
新
支
出
の
織
績
的
注
入
の
乗
敷
敷
果
」
と
著
し
い
類

似
性
を
も
つ
て
い
る
。
即
ち
最
も
軍
純
な
ケ
イ
ン
ズ
模
型
で
は
、
（
閑
－
匡
）
↓
は
貯
蓄
性
向
の
逆
数
た
る
投
資
乗
数
、
万
は
國
民
所
得
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

ξ
は
外
生
投
資
と
看
倣
す
こ
と
を
得
る
。
從
つ
て
、
（
閑
－
臥
）
1
、
を
行
列
乗
敷
ロ
旨
H
院
目
三
江
嘗
霞
と
呼
ぶ
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ろ

う
。
但
し
、
多
部
門
分
析
の
吾
汝
の
揚
合
で
は
、
乗
数
は
軍
な
る
ス
カ
ー
ラ
ー
量
と
は
異
り
、
冗
次
元
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
と
し
て
規
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
一
ふ
）
式
を
詳
細
に
展
開
す
る
と
、

（
一
モ
）

害璽
齢悼撃

Lト…」息」トる
　一　　一　　一　と
　　　　　　　　、

」ト＿甫L卜次

f　l薄
Llト＿」息」トで
　詳　　箭　　亭　あ
　　　　　　　る
　　　　　　　　o噌．．．．．，．，．伽　　ψw
潮　　　　　　　　艦o　　　　　　一

　　　川
黛
一
　
？
鴎
；
　
：
昏
ぎ
　
　
警

？
一
　
黛
悼
：
　
ふ
ぎ
　
　
津

黛
一
　
ε
ゆ
・
：
昏
ミ
闇

艶

こ
こ
に
、
砺
は
」
の
第
乞
行
第
プ
列
エ
レ
メ
ン
ト
の
蝕
因
敷
を
示
す
。
明
か
に
、

　
　
　
　
　
（
一
卿
。
。
）
ド
ド
“
侭
ド
…
ε
　
（
ζ
1
1
一
聾
…
㌔
）

　
　
　
　
　
　
　
　
轟
曳
　
」

で
あ
る
。
從
つ
て
傷
は
、
第
ブ
部
門
に
封
す
る
最
絡
財
需
要
の
一
軍
位
の
攣
動
が
結
局
に
お
い
て
第
，
乞
部
門
の
生
産
量
に
ど
れ
程
の
攣
動



を
齎
す
か
を
、
測
定
す
る
乗
数
で
あ
る
。
産
業
部
門
が
非
負
の
關
係
で
蓮
結
さ
れ
て
い
る
と
い
う
明
白
な
事
實
に
よ
っ
て
、
．
一
の
乗
数
が

非
負
で
あ
る
こ
と
は
、
ア
・
プ
リ
オ
リ
イ
に
結
論
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
ε
U
o
な
ら
ば
、
第
、
ノ
部
に
封
す
る
最
絡
財
需
要
の
如
何

な
る
攣
動
も
、
第
ゼ
部
門
の
生
産
活
動
に
は
何
等
の
影
響
を
も
た
な
い
こ
と
と
な
る
。

　
さ
て
、
行
列
且
を
縦
列
に
み
て
、
そ
の
第
¢
列
の
エ
レ
メ
ン
ト
の
総
和
を
偽
で
示
す
な
ら
ば
、

　
　
　
（
ド
O
）
　
　
3
…
R
ζ
十
9
讐
十
…
…
十
9
蕊
　
　
（
賊
”
ど
ρ
…
”
3
）

で
あ
る
。
こ
れ
は
・
第
φ
部
門
が
そ
の
産
出
量
を
一
軍
位
生
産
す
る
た
め
に
必
要
な
投
入
量
の
合
計
を
示
し
て
い
る
か
ら
、
第
，
乞
部
門
の

限
界
支
出
性
向
と
看
衡
す
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
、
行
列
乗
撒
（
』
1
匡
）
↓
田
疑
に
つ
い
て
、
そ
の
第
．
乞
列
の
元
素
の
総
和

を
求
め
る
な
ら
ば
、

　
　
　
（
ド
一
〇
）
、
　
や
1
1
？
い
十
～
】
讐
十
…
…
十
ぴ
ま
　
　
（
軌
”
一
る
植
…
｝
3
）

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
・
乞
部
門
の
産
出
量
に
封
す
る
最
絡
財
需
要
の
一
軍
位
の
攣
動
が
、
こ
れ
ら
π
個
の
産
業
部
門
の
産
出
量
に
及
ぼ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

敷
果
を
合
計
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
簡
軍
の
た
め
に
、
こ
れ
を
第
乞
部
門
の
総
乗
敷
敷
果
と
名
付
け
よ
う
。

　
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
前
提
し
て
、
今
、
次
の
よ
う
な
行
列
運
算
を
考
え
る
。

　
　
　
（
一
』
昌
）
　
　
（
一
｝
ど
…
レ
）
（
』
1
匡
）
”
（
一
－
禽
弘
l
R
撃
…
・
：
レ
ー
β
）

左
邊
の
行
ベ
ク
ト
ル
は
、
行
列
（
肉
－
匡
）
の
各
列
ベ
ク
ト
ル
に
つ
い
て
、
そ
の
エ
レ
メ
ン
ト
の
総
湘
を
求
め
る
集
計
ベ
ク
ト
ル
で
あ
る
。

前
提
に
よ
り
（
周
ー
匡
）
は
正
則
で
あ
る
か
ら
、
（
肉
ー
臥
）
（
肉
ー
ト
）
1
、
1
1
肉
を
考
慮
し
つ
つ
爾
邊
の
右
側
か
ら
逆
行
列
（
閏
ー
匡
）
1
一
を

乗
ず
る
と
、

　
　
　
　
　
産
業
連
關
の
理
論
に
關
す
る
一
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
一
九
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（
一
・
§
）
　
　
（
一
｝
ど
…
…
＝
）
”
（
一
－
象
一
」
1
§
い
…
…
」
1
3
）
（
肉
ー
」
）
1
一

を
得
る
。
（
肉
1
」
）
1
、
旧
⇔
を
考
慮
し
、
こ
れ
を
詳
細
に
展
開
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ド
H
（
一
1
§
）
黛
一
十
（
一
ー
辞
）
？
一
十
…
…
十
（
一
ー
多
）
y
一

　
　
　
（
一
●
ご
）
　
一
”
（
一
1
3
）
ε
＋
貸
1
§
）
ぴ
謡
＋
…
－
＋
（
一
ー
季
）
ぴ
蕊

一
二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
一
”
（
一
ー
§
）
趣
ぎ
十
（
一
ー
§
）
ぴ
ぎ
十
…
…
十
（
一
l
R
醤
）
③
§

先
に
規
定
し
た
よ
う
に
、
砺
は
第
．
乞
部
門
の
限
界
支
出
性
向
で
あ
る
。
所
で
、
各
産
業
部
門
の
限
界
支
串
性
向
が
一
を
超
え
な
い
と
假
定

す
る
こ
と
は
、
恐
ら
く
現
實
的
な
想
定
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
債
格
の
急
激
な
攣
動
の
た
め
に
、
一
時
的
に
は
産
出
量
以
上
の
投
入
量
を
支

出
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
或
る
均
衡
欣
態
の
下
で
、
冨
早
位
の
産
出
量
を
生
産
す
る
た
め
に
、
そ
の
債
値
以
上
の
投
入
量
を

豫
定
す
る
こ
と
は
、
明
か
に
非
現
實
的
な
想
定
で
あ
る
。
簡
軍
の
た
め
に
、
差
當
り
凡
て
の
部
門
の
限
界
支
出
性
向
が
一
よ
り
小
で
あ
る

と
假
定
し
よ
う
。
更
に
、
こ
れ
ら
の
中
で
最
大
な
る
も
の
塗
α
、
最
小
な
る
も
の
を
α
で
示
す
こ
と
と
す
る
。
即
ち
、

　
　
　
（
い
冥
）
　
　
創
…
巨
g
図
9
こ
9
…
目
一
”
3
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
り

か
く
し
て
、
次
の
不
等
式
の
成
立
は
明
か
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
（
一
・
蹟
）
　
　
（
ど
ど
…
…
し
）
W
（
一
ー
9
一
1
9
…
…
」
1
働
×
肉
1
」
）
ム

　
　
　
（
一
・
ま
）
　
　
（
ど
ど
…
…
弘
）
肱
（
一
1
8
一
ー
8
…
…
弘
－
象
）
（
肉
ー
」
）
1
一

今
、
G
。
崩
一
l
R
ス
從
っ
て
制
田
一
－
斜
。
。
…
一
ー
貸
）
と
し
、
こ
れ
を
第
．
呂
部
門
の
減
漏
係
撒
と
名
付
け
る
。
畜
し
そ
れ
が
家
計
部
門
な
ら
ば
、

周
知
の
貯
蓄
係
藪
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
右
の
二
式
の
右
邊
は
、



　
　
　
（
ド
旨
）
　
（
一
－
勲
一
1
9
－
…
・
弘
－
創
×
肉
1
」
）
1
一
田
｛
一
－
皐
（
一
レ
…
－
．
》
一
）
駒
…
呵
（
訟
㌔
孚
…
・
．
，
も
し

　
　
　
（
一
レ
。
。
）
　
（
一
ー
黛
レ
ー
3
－
－
－
｝
一
ー
霞
）
（
肉
1
』
）
ヒ
一
…
｛
一
1
＆
（
一
レ
ー
－
－
レ
）
艶
…
。
・
（
鳶
ご
恥
予
，
…
．
．
｝
勲
）

の
形
で
示
す
こ
と
が
出
來
る
。
但
し
、
a
は
ス
カ
ー
ラ
ー
量
を
示
す
。
從
つ
て
、
次
式
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
（
一
，
一
℃
）
　
恥
（
恥
ご
ゑ
”
…
…
い
鳶
雷
）
W
（
ど
ど
…
…
レ
）
W
烈
奄
一
】
奮
博
…
…
・
玩
き
）

或
い
は
更
に
形
を
改
め
て
、

　
　
　
（
憲
。
）
　
卜
（
江
矯
…
…
じ
瓶
（
恥
ご
欝
…
…
｝
勲
）
肱
炉
（
一
レ
…
…
｝
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
G
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
G
。

を
得
る
。
こ
れ
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
一
　
　
　
　
］
　
　
　
一

　
　
　
（
ゼ
ト
o
一
）
　
　
　
　
　
…
1
撚
鳶
㍉
臥
4
…

　
　
　
　
　
　
　
　
一
ー
ミ
　
　
　
恥
　
　
　
　
　
o
o
　
　
一
ー
創

が
成
立
す
る
。
象
ー
斜
な
る
揚
合
は
、
明
か
に
全
産
業
部
門
の
限
界
支
出
性
向
が
凡
て
等
し
い
時
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
時
に
限
り
不
等

號
は
凡
て
脱
落
す
る
。
從
つ
て
、
こ
の
揚
合
に
は
、

　
　
　
（
一
●
旨
）
　
　
辞
u
鳶
鵠
“
鳶
。
昌
期
：
：
：
闘
鳶
高

で
あ
る
。
か
く
て
次
の
命
題
を
得
る
。

命
呂
「
凡
て
窪
義
門
の
魔
畜
性
向
が
等
し
い
揚
合
、
如
何
な
る
部
門
鋳
茗
か
を
問
は
ず
、
最
欝
需
要
の
い
ず
れ
の

　
　
　
　

攣
動
も
、
経
濟
韻
系
に
及
ぼ
す
総
乗
轍
敷
果
は
凡
て
等
し
い
。
」

　
更
に
、
偽
が
凡
て
一
よ
り
小
な
る
揚
合
に
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
一

　
　
　
（
ド
8
）
　
　
奪
W
　
　
　
　
旧
ー
〉
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
ゑ
　
　
わ

　
　
　
　
　
産
蓋
關
の
理
論
騙
玄
蕎
究
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一



　
　
　
　
　
一
橋
大
學
肝
究
年
報
　
纏
濟
學
研
究
　
L
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二

で
あ
る
か
ら
、
次
の
命
題
の
成
立
も
明
か
で
あ
る
。

　
　
　
　

　
命
題
仰
「
凡
て
の
産
業
部
門
の
限
界
支
出
性
向
が
一
よ
り
小
な
る
揚
合
、
最
絡
財
需
要
の
攣
動
が
惹
き
起
す
経
濟
艦
系
へ
の
総
乗
藪
敷

果
は
、
凡
て
一
よ
り
大
で
あ
る
。
」

　
所
で
、
前
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
偽
は
そ
れ
が
家
計
部
門
な
ら
ば
限
界
浩
費
性
向
で
あ
り
、
一
1
3
…
。
・
個
は
貯
蓄
係
数
、
」
r
…
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝
　
　
一
ー
ミ
い

は
ケ
イ
ン
ズ
に
よ
つ
て
投
資
乗
激
と
呼
ば
れ
た
。
こ
れ
と
の
ア
ナ
・
ジ
ー
に
お
い
て
吾
殴
は
、
第
を
部
門
の
減
漏
係
藪
醜
の
逆
轍
を
・
　
唱

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

般
に
第
．
乞
部
門
の
投
資
乗
藪
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
か
く
し
て
、
（
ド
曽
）
式
よ
り
、
吾
汝
は
次
の
命
題
を
も
つ
こ
と
が
出
來
る
。

　
　
　
ラ
命
摂
「
凡
て
の
肇
部
門
の
蝶
畜
性
向
が
丁
り
尖
霧
合
、
最
欝
霧
墨
樂
蕎
撃
欝
嬰
へ
の
襲
藪
敷

果
は
、
最
大
な
る
投
資
乗
轍
よ
り
は
大
で
は
な
く
最
小
な
る
投
資
乗
敷
よ
り
は
小
で
は
な
い
。
」

　
今
、
第
η
部
門
に
つ
い
て
の
み
そ
の
限
界
支
出
性
向
が
一
よ
り
小
で
あ
り
、
他
の
部
門
の
そ
れ
は
凡
て
一
な
る
揚
合
を
考
え
よ
う
。
明

か
に
、
次
式
が
威
立
す
る
。

　
　
　
（
一
・
巽
）
　
（
ど
ど
・
：
・
．
．
弘
）
（
肉
ー
ト
、
一
）
喚
野
（
ρ
ρ
…
…
｝
ρ
一
1
3
ざ
”
（
ど
ど
…
…
弘
）
伽

こ
れ
を
具
燈
的
に
展
開
す
る
と
、

　
　
　
（
一
・
卜
。
軌
）
　
（
一
ー
β
）
書
”
讐
＋
艶
＋
－
：
：
＋
警
　
　
’
・
．
審
“
　
一
　
（
㎞
．
騨
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
袋
昌
7
一

と
訟
る
。
．
」
れ
よ
り
、
最
絡
財
需
要
の
い
ず
れ
の
攣
動
も
、
第
π
部
門
に
つ
い
て
そ
の
乗
藪
敷
果
は
凡
て
等
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ケ

イ
ン
ズ
は
、
産
業
部
門
の
支
出
性
向
に
つ
い
て
明
示
的
な
分
析
を
與
え
な
か
つ
た
け
れ
ど
も
、
第
η
部
門
を
家
計
部
門
、
鮨
を
限
界
浩
費

性
向
、
伽
を
國
民
所
得
と
看
徹
せ
ば
、
（
一
●
8
）
式
は
正
に
最
も
軍
純
な
ケ
イ
ン
ジ
ヤ
ン
模
型
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
ξ
は



外
生
投
資
支
出
、
政
府
支
出
、
輸
出
入
バ
ラ
ン
ス
等
に
よ
つ
て
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
攣
動
が
及
ぼ
す
國
民
所
得
水
準
へ
の
敏
果
は
凡
て

等
し
い
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
ヶ
イ
ン
ジ
ヤ
ン
の
國
民
所
得
分
析
が
、
吾
汝
の
構
造
分
析
の
一
つ
の
特
殊
な
揚
合
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
理

解
さ
れ
る
。
實
際
、
亘
視
的
分
析
に
お
い
て
、
外
生
的
投
資
が
如
何
な
る
部
門
に
封
し
て
行
は
れ
る
か
の
質
的
相
違
を
無
覗
し
得
る
の
は
、

　
　
　
〆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

乗
激
が
た
だ
家
計
部
門
の
消
費
性
向
に
よ
つ
て
の
み
展
開
出
來
る
と
す
る
前
提
に
立
つ
て
い
る
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

　
　
　
⑥
　
膿
系
の
完
全
連
結
性

，
吾
欧
は
曾
つ
て
他
の
機
會
に
、
假
定
ω
ω
⑥
の
下
で
は
、
行
列
乗
数
を

茸
　
，
，
含
・
N
ひ
）
　
　
（
肉
－
臥
）
↓
”
肉
十
属
十
匡
ゆ
十
…
…
…
疑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

と
い
う
無
限
級
数
の
和
に
展
開
し
得
る
こ
と
を
詮
明
し
た
。
所
で
、
行
列
且
は
o
の
エ
レ
メ
ン
ト
を
含
む
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
い

ず
れ
に
し
て
も
臥
胃
o
で
あ
る
か
ら
、
明
か
に
」
．
四
〇
（
8
V
縣
V
o
）
で
あ
る
。
從
つ
て
、
行
列
乗
数
は
、
（
一
・
ま
）
式
に
よ
つ
て
（
肉
1

、
）
ー
、
胃
O
で
あ
る
。
若
し
、
等
號
が
排
除
さ
れ
て
（
肉
－
匡
）
1
、
V
O
と
な
る
な
ら
ば
、
嚇
四
〇
な
る
限
り
、
確
定
的
に
、
，

　
　
・
（
ド
曽
）
　
　
璽
”
（
肉
－
臥
）
よ
噸
V
O

が
成
立
し
、
凡
て
の
産
業
部
門
の
産
出
量
は
正
値
を
と
る
で
あ
ろ
う
。
然
る
に
、
行
列
乗
藪
に
等
號
が
残
り
、
（
肉
－
鼠
）
i
一
胃
o
な
ら
ば
、

伽
胃
o
の
時
に
は
、
或
る
産
業
部
門
の
産
出
量
の
中
に
は
o
と
な
る
も
の
が
現
は
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
凡
て
の
産
業
部
門
の

産
出
量
が
正
値
で
あ
る
と
い
う
吾
刈
の
前
提
に
矛
盾
す
る
。

’
か
ぐ
し
て
3
吾
た
の
こ
こ
で
の
問
題
は
、
如
何
な
る
揚
合
に
等
號
が
排
除
さ
れ
、
如
何
な
る
揚
合
に
等
號
が
現
は
れ
る
か
を
分
析
す
る

こ
と
で
あ
る
。
以
下
に
お
い
て
簡
軍
の
た
め
に
、
行
列
乗
激
か
ら
等
號
の
排
絵
さ
れ
る
揚
合
（
肉
－
匡
）
ー
、
V
O
を
、
髄
系
が
労
全
ゆ
轡
紬

　
　
　
　
　
産
業
連
關
の
理
論
に
關
す
る
一
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
三
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究
　
L
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

8
巨
官
9
Φ
ぐ
8
6
一
〇
ル
て
い
ゐ
と
呼
び
、
等
號
の
存
在
す
る
揚
合
（
雨
卜
匡
）
ー
、
胃
o
を
、
鐙
系
が
不
完
全
に
連
結
酌
、
一
。
。
巨
覧
¢
げ
¢
ζ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ロ

8
β
覧
o
し
て
い
る
と
名
付
け
る
。

、
先
ず
、
，
四
部
門
構
造
の
揚
合
に
っ
い
忙
、
最
も
簡
軍
な
次
の
よ
う
な
行
列
を
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

こ
れ
は

、
凡
て
の
産
業
部
門
が
蓮
鎖
の
よ
、
う
に
循
環
的
に
蓮
結
し
て
い
る
揚
合
で
あ
つ
て
、
か
か
る
行
列
を
循
環
行
列
曙
o
ぎ
日
暮
二
図
、

循
環
行
列
に
よ
つ
て
表
現
さ
れ
る
経
濟
饅
系
を
循
環
的
構
造
の
髄
系
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

　
今
、
9
こ
V
o
な
る
時
、
第
2
部
門
は
第
ブ
部
門
の
第
一
次
供
給
部
門
で
あ
る
と
名
付
け
る
な
ら
ば
、
吾
汝
の
例
で
は
、
第
一
部
門
は
第

二
部
門
の
、
第
二
部
門
は
第
三
部
門
の
、
第
三
部
門
は
第
四
部
門
の
、
第
四
部
門
は
第
一
部
門
の
そ
れ
ぞ
れ
第
一
次
供
給
部
門
で
あ
る
。

更
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卜
o
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

（
一
．
N
O
）
　
　
匡
碍
n
卜
匡
”

　R　鐙ORoo　ぬ9一ら

養oooい

悼　　　 9）　　　這ooOR　　　鴇9鴇
R
o
。
“

　
Oo
l
l
l

OO（憎

9
0
0
一〇

O
魯
。
。

O
　
O

O
　
O

（博
g
　
　
O

山
博

O（悼
9
悼
戯OO

を
考
え
、
差
に
お
け
る
エ
レ
メ
ン
干
を
新
た
に
⑫
殉
な
る
記
號
で
示
す
。
．
前
と
同
穣
に
、
R
こ
”
O
に
し
て
且
つ
9
弦
悼
）
V
O
な
る
時
、
第
・
乞



部
門
は
第
ブ
部
門
の
第
二
次
供
給
部
門
で
あ
る
と
名
付
け
よ
う
。
右
の
例
で
は
、
第
一
部
門
は
第
三
部
門
の
、
第
二
部
門
は
第
四
部
門

の
、
第
三
部
門
は
第
一
部
門
の
、
第
四
部
門
は
第
二
部
門
の
そ
れ
ぞ
れ
第
二
次
供
給
部
門
で
あ
る
。
全
く
同
様
に
し
て
、
盆
の
三
乗
を
展

開
す
れ
ば
、（

一
」
O
）
　
」
。
。
“
臥
匡
匡
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画
o
o

を
得
る
。
第
一
部
門
は
第
四
部
門
の
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
部
門
は
第
二
部
門
の
、
第
四
部
門
は
第
三
部
門
の
そ
れ
ぞ
れ
第

三
次
供
給
部
門
を
形
威
し
て
い
る
こ
と
は
縷
読
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
然
る
に
、
こ
れ
ら
の
行
列
よ
り
、

　
　
　
（
一
9
b
一
）
　
　
肉
十
臥
十
匡
団
十
匡
。
。
〉
O

が
成
立
す
る
。
こ
れ
は
四
部
門
構
造
の
揚
合
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
同
様
の
展
開
を
一
般
に
％
部
門
構
造
の
揚
合
に
つ
い
て
追
跡
し
て
み

る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
（
一
。
総
）
　
肉
＋
卜
＋
竪
＋
…
…
＋
臥
罫
一
V
o
　
　
　
『
ー
　
，
、
　
一
　
．
、
．
・
　
　
ぐ
，

の
成
立
が
容
易
に
確
め
ら
れ
る
。

　
所
で
、
。
上
述
の
循
環
行
列
の
他
に
更
に
正
の
工
堵
メ
ン
ト
を
添
加
し
て
得
ら
れ
る
凡
ゆ
る
行
列
に
っ
い
て
ぢ
、
（
一
’
8
）
式
の
成
立
す

る
こ
と
は
當
然
で
あ
昏
か
ら
、
吾
汝
は
次
の
命
題
を
導
出
す
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
産
轟
兼
一
遇
關
の
理
弧
繭
に
閾
即
す
る
一
｝
僻
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
一
一
五

　
　
O
　
　
　
　
O
　
　
　
O
　
9
旨
9
醤
象
o
。
一

§
㏄
象
。
。
直
9
台
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
O

　
　
O
　
奮
一
β
る
這
，
O
　
　
　
O

　
　
O
　
　
　
　
O
　
8
る
這
§
。
6
　
0

　
第
二
部
門
は
第
一
部
門
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
　
　
　
　
（
o
o
）
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一
二
六

　
　
　
ラ

　
命
題
“
「
経
濟
髄
系
が
循
環
的
構
造
の
髄
系
で
あ
る
か
、
又
は
そ
の
他
に
正
の
エ
レ
メ
ン
ト
を
持
つ
騰
系
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
騰
系

　
　
　
　

は
完
全
に
蓮
結
し
た
禮
系
で
あ
り
、
そ
れ
が
n
部
門
構
造
な
ら
ば
、
少
く
と
も
第
（
3
1
一
）
次
ま
で
に
は
、
相
互
に
完
全
な
供
給
部
門
と

な
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
4
，
，
　
　
．
　
　
今
、
循
環
的
構
造
の
髄
系
の
具
騰
的
意
味
を
知
る
た
め
に
、
第
一
圃
を
考
え
よ
う
。
こ
こ
に
、

　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
印
は
財
貨
の
購
入
に
封
し
て
支
佛
わ
れ
る
貨
幣
の
流
れ
を
示
し
、
簡
軍
化
の
た
め
に
、
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
部
門
に
封
し
て
の
み
最
絡
財
需
要
が
存
在
す
る
も
の
と
前
提
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
圖
式
よ
り
、

～
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
3
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
　
る
か
ら
出
蛮
し
た
矢
印
は
、
①
↓
④
↓
③
↓
②
↓
①
と
い
う
系
路
で
、
髄
系
内
の
凡
て
の
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
通
過
し
て
再
び
元
の
部
門
に
同
饒
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
而
も
、
こ
の
シ
ェ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
マ
の
下
で
は
、
最
終
財
需
要
が
如
何
な
る
産
業
部
門
に
封
し
て
存
在
す
る
か
は
無
關
係
で
あ

る
。
即
ち
、
ど
の
産
業
部
門
に
封
し
て
生
起
す
る
か
を
間
は
ず
、
如
何
な
る
最
絡
財
需
要
の
攣
動
も
、
必
ず
全
産
業
部
門
に
波
及
敷
果
を

持
つ
に
至
る
。
實
際
、
行
列
乗
数
が
正
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
か
か
る
事
實
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
然
ら
ば
、
循
環
的
構
造
で
は
な
い
産
業
燈
系
に
つ
い
て
、
な
お
完
全
に
連
結
し
て
い
る
揚
合
は
存
在
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題

を
検
討
す
る
た
め
に
、
吾
六
は
四
部
門
構
造
に
關
す
る
次
の
よ
う
な
行
列
を
考
え
て
み
よ
う
。

ー
毒
誰
」



　
こ
め
行
列
は
、
産
業
部
門
を
ど
の
よ
う
に
再
編
成
し
且
つ
記
號
の
改
訂
を
行
つ
て
も
、
（
一
る
。
。
）
式
で
示
さ
れ
る
よ
う
な
循
環
行
列
に

は
決
し
て
な
ら
な
い
。
然
る
に
、
簡
軍
な
行
列
演
算
に
よ
つ
て
、

ooう←o
竿－〔駿

繊
〕
・
森

菅o黄菅

o蔚菅o
o菅柴o

で
あ
る
か
ら
（
但
し
＊
の
記
號
は
正
の
数
値
）
、
こ
の
揚
合
に
も
明
か
に
、

　
　
　
（
一
．
Q
鼻
）
　
　
　
肉
十
匡
十
匡
幡
十
」

ω
〉
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
成
立
す
る
。
部
ち
、
膿
系
は
完
全
連
結
で
あ
る
。
從
つ
て
、
循
環
的
構
造
を
包
接
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
軍
に
経
濟
騰
系
の
完
全
蓮
結
性
に
封
す
る
充
分
條
件
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酵
　
再
び
．
」
の
關
係
を
圓
示
す
る
と
、
第
二
圏
の
如
く
で
あ
る
。
明
か
に
、
第
一
部
門
に
封
す
る
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
欝
舞
募
畠
響
奏
印
は
、
①
↓
③
↓
②
↓
④
↓
②
↓
①
と
い
う
系
路
を
辿
つ
て
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
再
び
第
一
部
門
に
還
流
し
て
い
る
。
し
か
も
圖
式
か
ら
明
白
な
よ
う
に
、
か
か
る
事
情
は
ξ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
に
限
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、
第
四
部
門
に
封
し
て
最
絡
財
需
要
藁
が
生
起
す
る
と
す
れ
ば
、

④
↓
②
↓
①
↓
③
↓
②
↓
④
と
い
う
波
及
の
系
路
を
辿
り
な
が
ら
、
凡
て
の
産
業
部
門
に
影
響
を
與
え
る
で
あ
ろ
う
。
事
情
は
る
及
び
飾

蕉
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
逆
行
列
（
肉
－
匡
）
1
、
…
鞄
の
各
元
素
は
、
生
起
す
る
か
も
知
れ
な
い
各
最
絡
財
需
要
の
一
軍

位
の
攣
動
が
、
凡
て
の
時
間
の
輕
過
後
に
お
い
て
究
極
的
に
達
せ
ら
れ
る
各
産
業
部
門
へ
の
乗
藪
敷
果
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
産
業
連
圏
の
理
論
に
開
す
る
一
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七

4

3

ξ
　
　
　
　
－
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さ
て
、
蓮
結
が
不
完
全
な
る
揚
合
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

（
ド
錺
）

禽、
欝
…
π
州
響
］

こ
の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
行
列

、

一
二
八

を
假
定
す
る
。
今
、
第
一
部
門
と
第
二
部
門
に
よ
つ
て
第
一
の
部
分
膿
系
、
第
三
部
門
と
第
四
部
門
に
よ
つ
て
第
二
の
部
分
髄
系
を
構
成

す
る
も
の
と
看
倣
す
な
ら
ば
、
部
分
行
列
痴
及
び
砺
は
そ
れ
ぞ
れ
循
環
行
列
で
あ
る
か
ら
、
各
部
分
髄
系
は
明
か
に
完
全
に
蓮
結
し
て
い

る
。
簡
軍
に
、
完
全
に
蓮
結
し
て
い
る
部
分
騰
系
を
ブ
・
ッ
ク
と
名
付
け
よ
う
。
然
る
に
、
吾
六
の
例
で
は
、
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
は
第
ニ
ブ

。
ッ
ク
に
封
し
て
一
方
的
な
供
給
ブ
・
ッ
ク
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
即
ち
、
第
ニ
ブ
ロ
ッ
ク
に
所
属
す
る
如
何
な
る
産
業

部
門
も
、
第
一
ブ
・
ッ
ク
の
ど
の
部
門
に
謝
し
て
も
第
一
次
供
給
部
門
で
は
な
い
。

　
所
で
、
吾
汝
は
、
こ
の
よ
う
に
ブ
・
ッ
ク
間
の
連
結
が
一
方
的
で
あ
る
揚
合
に
は
、
産
業
髄
系
は
必
ず
蓮
結
が
不
完
全
で
あ
る
こ
と
を

知
る
。
即
ち
、
簡
軍
な
行
列
運
算
に
よ
つ
て
、

　篭　卜
　II　Ir
　緊　匡
　臥　　匡
　”　　ll

　　　。i銀。：卜

菟馨☆
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と
な
り
、
　
一
般
的
に
且
の
6
乗
に
っ
い
て
ば

　　

　　
　
簾
”
悉
匡
”
T
．
認
璽
〔
意
準
〔
伍
賄
暁
一
）
へ
．
噌
頴
｝
這
賄
っ
）
絵
輪
、
ξ
〕
…
〔
論
眺
）
…
塗

が
成
立
す
る
。
然
る
に
、
（
一
・
獣
）
式
に
從
つ
て
行
列
乗
藪
を
計
算
す
る
な
ら
ば
、

　　

（
卜
Q
ひ
）
（
肉
［
匡
）
山
…
－
ピ
詣
甲
讐

を
得
る
。
か
く
し
て
、
行
列
乗
歎
の
中
に
は
必
ず
o
の
元
素
が
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
、
こ
の
膿
系
を
再
び
圖
示
す
る
な
ら
ば
、
第
三
圖
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
4

観

臼

2

o
Fig・3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
で
は
、
任
意
の

産
業
部
門
か
ら
出
焚
し
た
矢
印
が
、
凡
て
の
産
業
部
門
を
経
由
し
て
再
び
元
の
産
業
部
門
に
還

流
す
る
可
能
性
は
全
く
閉
さ
れ
て
い
る
。
蓋
し
、
こ
れ
は
、
第
ニ
プ
・
ッ
ク
は
第
一
ブ
・
ッ
ク

か
ら
唯
だ
一
方
的
に
の
み
財
貨
及
び
用
役
を
購
入
す
る
だ
け
で
あ
り
、
第
一
ブ
・
ッ
ク
よ
り
第

ニ
ブ
・
ッ
ク
に
向
う
矢
印
が
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
し
、
ξ
又
は
鼻
が
生
起
す
る
な
ら

ぱ
、
確
か
に
そ
の
敷
果
は
凡
て
の
部
門
に
及
ぶ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
第
ニ
ブ
・
ツ
ク
か
ら
第

哺
ブ
ロ
．
．
ク
に
投
ぜ
ら
れ
た
衝
繋
は
、
唯
だ
第
一
ブ
・
ッ
ク
に
お
い
て
循
環
的
に
敷
果
を
波
及
す
る
だ
け
で
あ
り
・
再
び
第
一
ブ
。
ッ
ク

か
ら
第
ニ
ブ
ロ
ッ
ク
ヘ
そ
の
敷
果
を
波
及
す
る
こ
と
は
な
い
。
勿
論
、
る
又
は
る
に
お
け
る
如
何
な
る
攣
動
も
、
第
ニ
ブ
。
ッ
ク
の
産
業

　
　
　
　
産
業
連
關
の
器
編
す
る
霧
究
、
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
三
九

◆
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，
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇

部
門
に
は
何
等
の
攣
動
も
與
え
な
い
。

　
以
上
の
蓮
結
の
不
完
全
な
る
ケ
ー
ス
は
、
吾
々
が
（
ゼ
雛
）
式
で
與
え
た
よ
う
な
特
定
の
タ
イ
プ
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
般
的
に
は
、
冗
個
の
産
業
部
門
を
適
當
に
再
編
成
し
て
幾
つ
か
の
ブ
・
ッ
ク
を
作
り
、
そ
れ
ら
の
仲

で
少
く
と
も
一
個
の
ブ
・
ッ
ク
が
他
の
凡
て
の
ブ
・
ッ
ク
に
封
し
て
一
方
的
供
給
ブ
・
ッ
ク
を
形
成
し
て
い
る
な
ら
ば
、
上
述
の
露
結
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

そ
の
ま
ま
要
當
す
る
の
で
あ
る
。

　
所
で
、
圃
式
的
に
み
て
容
易
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
産
業
髄
系
が
完
全
に
連
結
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
産
業
部
門
か

ら
出
稜
し
て
も
、
凡
て
の
産
業
部
門
を
経
由
し
て
再
び
元
の
部
門
に
同
蹄
す
る
系
路
が
必
ず
一
個
は
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
、
從
つ
て
ブ

・
ッ
ク
間
の
系
路
が
直
接
的
に
か
又
は
他
の
ブ
・
ッ
ク
を
介
し
て
間
接
的
に
か
必
ず
相
互
に
蓮
結
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
從
つ
て
、

蓮
結
の
不
完
全
な
る
騰
系
の
存
在
は
、
産
業
膿
系
が
一
方
的
供
給
ブ
・
ッ
ク
と
な
る
よ
う
な
部
分
盟
系
を
内
包
す
る
時
に
現
わ
れ
る
こ
と

が
明
白
と
な
る
。
か
く
し
て
、
吾
汝
は
次
の
命
題
を
得
る
。

　
　
　
ラ

　
命
題
価
「
産
業
騰
系
が
完
全
に
蓮
結
し
て
い
る
た
め
の
必
要
な
る
條
件
は
、
全
部
門
を
ど
の
よ
う
に
再
編
威
し
て
も
、
他
の
凡
て
の
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

業
部
門
に
鋤
し
て
一
方
的
な
供
給
ブ
・
ッ
ク
と
な
る
よ
う
な
部
分
禮
系
が
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
」

　
上
述
の
圓
表
に
お
け
る
矢
印
を
貨
幣
の
流
れ
を
示
す
も
の
と
考
え
れ
ば
、
こ
の
命
題
は
次
の
よ
う
に
表
現
す
る
こ
と
も
出
來
る
。

　
　
　
　

　
命
題
価
「
産
業
髄
系
が
完
全
に
連
結
し
て
い
る
た
め
の
必
要
な
る
條
件
は
、
任
意
の
部
門
か
ら
支
出
さ
れ
る
貨
幣
が
、
凡
て
の
産
業
部

　
　
　
　

門
を
経
由
し
、
そ
の
一
部
が
必
ず
元
の
部
門
に
還
流
す
る
よ
う
な
系
路
が
少
く
と
も
一
個
は
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
」

　
さ
て
、
吾
欧
は
、
分
析
の
出
震
貼
と
し
て
、
凡
て
の
産
業
部
門
の
産
出
量
が
プ
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
を
前
提
し
て
き
た
。
然
る
に
、
鐙
系



が
連
結
不
完
全
で
あ
る
な
ら
ば
、
少
く
と
も
形
式
的
に
は
産
出
量
が
0
な
る
産
業
部
門
が
出
現
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
即
ち
、
吾
々
は
、

最
絡
財
需
要
ベ
ク
ト
ル
に
つ
い
て
、
鞭
胃
o
な
る
こ
と
を
前
提
し
た
。
從
つ
て
、
唯
だ
一
個
の
エ
レ
メ
ン
ト
、
例
え
ば
る
の
み
が
正
で
、

他
の
凡
て
の
エ
レ
メ
ン
ト
が
0
な
る
揚
合
を
含
ん
で
い
る
。
事
態
が
か
く
の
如
き
も
の
と
す
れ
ば
、
第
日
部
門
に
勤
し
て
直
接
的
に
も
間

接
的
に
も
そ
の
生
産
に
参
加
し
な
い
部
門
で
は
、
明
か
に
曾
”
o
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
産
業
部
門
の
産
出
量
は
o
と
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
蓋
し
、
こ
の
揚
合
に
は
、

　
　
　
（
一
●
鴇
）
　
　
讐
目
ε
撃
　
　
（
軌
目
一
る
博
…
魯
）

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
行
列
乗
数
に
0
な
る
エ
レ
メ
ン
ト
を
持
つ
蓮
結
不
完
全
な
る
鰹
系
が
樹
現
實
安
當
な
錨
結
を
得
る
た
め
に
は
、
他
の
ブ

・
ッ
ク
に
封
し
て
一
方
的
需
要
ブ
・
ッ
ク
を
形
成
す
る
部
分
髄
系
に
お
い
て
、
少
く
と
も
一
個
の
産
業
部
門
が
必
ず
騰
系
外
に
封
し
て
最

絡
財
を
供
結
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
れ
は
、
充
分
に
脛
濟
的
に
意
味
の
あ
る
假
定
で

あ
る
。
蓋
し
、
他
の
ブ
・
ッ
ク
よ
り
唯
だ
一
方
的
に
需
要
す
る
だ
け
で
あ
り
、
し
か
も
最
終
財
を
も
供
給
し
な
い
所
の
ブ
・
ッ
ク
は
、
そ

の
経
濟
髄
系
全
騰
か
ら
み
れ
ば
、
明
か
に
再
生
産
過
程
の
外
に
立
つ
も
の
で
あ
り
、
寧
ろ
最
絡
財
需
要
部
門
と
し
て
の
位
置
を
占
め
る
か

ら
で
あ
る
。
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
髄
系
に
お
い
て
、
何
故
に
政
府
部
門
が
最
終
財
需
要
部
門
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
か
は
、
．
以
上
の
理
由
に
ょ

る
の
で
あ
る
。

，
さ
て
、
以
上
の
分
析
は
、
ケ
イ
ン
ズ
の
方
法
に
從
っ
て
、
乗
轍
波
及
の
数
果
が
凡
て
同
一
期
間
内
に
絡
焉
す
る
と
い
う
、
所
謂
静
學
的

前
提
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
前
提
は
現
實
的
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
以
下
の
分
析
で
は
、
行
列
乗
激
の
動
學

　
　
　
　
　
産
業
連
關
の
理
論
に
關
す
る
一
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
一
＝
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，
，
，
　
　
　
，
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二

化
は
何
等
本
質
的
役
割
を
演
ぜ
ず
、
し
か
も
、
曾
つ
て
他
の
機
會
に
動
學
的
行
列
乗
数
の
性
質
に
關
し
て
若
干
の
吟
味
を
行
つ
た
の
で
、

重
複
を
避
け
る
た
め
に
も
鼓
で
は
立
入
ら
な
い
。

　
（
1
）
　
こ
の
よ
う
な
分
析
の
進
め
方
に
罫
し
て
、
例
え
ぱ
都
留
教
授
は
、
そ
れ
は
「
い
ま
だ
理
論
的
抽
象
を
行
う
前
の
素
材
的
骨
組
で
し
か
な
い
。
」

　
　
と
し
て
批
列
せ
ら
れ
て
い
る
（
都
留
重
人
「
國
民
駈
得
と
再
生
産
」
二
一
〇
頁
）
。
し
か
し
、
解
か
ん
と
す
る
問
題
が
其
髄
的
に
決
定
さ
れ
ざ
る
限

　
　
リ
、
吾
々
は
理
論
的
抽
象
を
行
う
こ
と
が
出
來
な
い
の
だ
か
ち
、
問
題
提
示
と
共
に
直
ち
に
適
用
可
能
な
模
型
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
は
、
限
定
さ

　
　
れ
た
間
題
に
封
し
て
の
み
し
か
通
用
し
な
い
模
型
を
詳
細
に
分
析
す
る
の
と
同
じ
程
度
に
、
有
意
義
で
あ
る
と
考
、
凡
る
。

　
（
2
）
　
但
し
、
ワ
ル
ラ
ス
は
、
彼
の
所
謂
8
Φ
酔
9
9
宏
自
o
壁
導
ざ
帥
江
o
ロ
が
先
験
的
に
決
定
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
假
定
を
固
守
し
績
け
た
課
で

　
　
は
な
い
。

　
　
い
．
名
巴
轟
∫
国
辰
日
o
筥
の
q
、
曾
o
”
o
ヨ
δ
℃
o
浮
置
ロ
o
℃
＃
お
。
（
手
塚
世
静
郎
鐸
）
二
四
九
頁
。

　
　
こ
の
假
定
は
、
①
大
規
模
生
産
の
利
盆
、
②
相
封
債
格
愛
動
に
よ
る
蛋
産
要
素
の
代
替
可
能
性
を
排
除
し
て
い
る
。
し
か
し
、
多
か
れ
少
か
れ
技
術

　
　
的
に
固
定
さ
れ
た
比
例
開
係
が
攣
更
さ
れ
た
と
し
て
も
、
か
か
る
憂
動
は
、
所
謂
O
O
旨
一
）
胃
暮
寄
o
a
影
一
鴇
諺
に
よ
つ
て
、
充
分
に
吾
々
の
髄
系

　
　
で
盧
理
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
唯
だ
問
題
な
の
は
、
生
産
係
敷
の
憂
動
を
内
生
的
に
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
吾
々
は
そ
の
一
つ
の
可
能
性
を
第

　
　
三
章
に
お
い
て
分
析
し
た
o

　
（
3
）
　
吾
々
は
、
相
封
債
格
憂
動
の
問
題
を
不
問
に
附
す
。
或
い
は
、
ヒ
ッ
ク
ス
の
方
法
に
倣
つ
て
、
相
封
債
格
を
不
攣
と
假
定
し
て
も
よ
い
。
唯
だ
、

　
　
吾
々
は
他
の
機
會
に
、
た
と
え
相
鉗
債
格
が
愛
化
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
軍
に
生
産
係
敷
の
債
値
表
示
を
攣
更
す
る
に
留
る
な
ら
ぱ
、
以
下
の
分

　
　
析
の
妥
當
性
を
失
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
誰
明
し
て
お
い
た
。

　
　
　
拙
稿
「
レ
オ
ン
チ
エ
フ
の
動
學
髄
系
」
理
論
繧
濟
學
・
一
九
五
二
年
十
一
月
。

　
（
4
）
或
る
基
準
時
鮎
に
お
い
て
、
生
産
量
か
ち
投
入
量
総
額
を
差
引
い
た
額
を
、
そ
の
産
業
部
門
の
留
保
利
潤
と
看
救
せ
ば
、
凡
て
の
産
業
部
門
の



　
総
支
出
性
向
が
等
し
い
と
い
う
こ
と
は
、
利
潤
率
が
全
産
業
部
門
に
っ
い
て
等
し
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
揚
合
に
は
、
各
産
業
部
門
の

　
総
乗
歎
効
果
は
等
し
い
。
又
、
留
保
利
潤
が
凡
て
同
時
期
に
家
計
部
門
に
配
當
さ
れ
る
も
の
と
假
定
す
れ
ば
、
明
か
に
各
産
業
部
門
の
支
出
性
向
は

　
一
で
あ
夢
、
ケ
イ
ン
ジ
ヤ
ン
の
乗
籔
分
析
が
可
能
と
な
る
o

（
5
）
　
拙
稿
「
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
の
動
學
磯
系
」
理
論
経
濟
學
。
一
九
五
二
年
十
て
月
、
　
一
八
七
頁
。

　
今
、
行
列
囚
に
正
則
な
憂
換
を
加
え
、
封
角
行
列
∠
を
作
る
。
即
ち
、

　
（
一
）
…
…
…
』
慶
国
1
一
H
」
　
　
■
．
．
　
』
”
賢
↓
」
悶

　
所
で
、
封
角
行
列
∠
の
エ
レ
メ
ン
ト
の
絶
封
値
凡
て
一
よ
り
小
な
る
時
、
そ
し
て
そ
の
時
に
お
い
て
の
み
、
吹
の
如
き
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
で

　
あ
る
。

　
（
N
）
…
…
…
（
肉
十
』
十
』
醤
十
：
：
・
・
）
目
閑
1
一
（
問
十
」
十
」
団
十
…
…
）
霞
旺
定
⊥
（
問
ー
」
）
ー
一
国

　
更
に
、
次
の
蓮
算
を
考
え
る
O

　
（
ω
）
…
：
：
・
〈
趨
ー
匿
）
”
南
－
鳥
L
」
旨
聾
寅
L
（
国
1
」
）
寅

　
③
式
を
②
式
の
右
側
か
ら
邊
々
相
乗
ず
る
な
ら
ぱ
、

　
（
轟
）
．
：
：
・
…
（
笥
＋
」
十
㌔
＋
…
…
）
（
南
－
冨
）
日
駿
1
、
（
関
1
」
）
ー
、
頃
霞
ー
一
（
南
1
」
）
肉
”
国

・
と
な
る
。
か
く
し
て
、
④
式
の
右
側
か
ら
逆
行
列
（
肉
1
』
）
1
、
を
邊
々
相
乗
じ
て

　
（
軌
）
…
…
…
（
葡
十
』
十
』
一
十
・
：
…
）
∬
（
勾
ー
』
）
よ

　
を
得
る
。
然
る
に
、
封
角
行
列
」
の
エ
レ
メ
ン
ト
は
、
行
列
五
の
特
性
根
に
他
な
ら
な
い
。
從
つ
て
、
⑤
式
の
如
き
展
開
が
可
能
な
の
は
、
行
列
五

　
に
固
有
な
特
性
根
が
凡
て
輩
位
圓
の
内
部
に
あ
る
時
、
・
て
し
て
そ
の
時
に
の
み
限
ら
れ
る
こ
と
が
明
か
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
し
　
　
う
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
し
　
　
し
　
　
し

（
6
）
　
こ
の
用
語
は
、
ソ
・
ウ
の
分
解
可
能
自
①
8
巨
℃
o
ω
p
び
一
〇
及
び
分
解
不
可
能
ε
留
8
9
宕
塁
三
〇
と
い
う
呼
蒋
に
封
慮
す
る
。
印
ち
、
完
全
連

　
　
　
　
産
業
連
關
の
理
論
に
關
す
る
一
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
三



　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
紅
濟
學
研
究
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
四

　
結
な
経
濟
盟
系
と
は
、
ソ
・
ウ
の
意
味
で
の
分
解
不
可
能
な
髄
系
と
同
義
で
あ
る
o

　
園
■
の
〇
一
〇
ヨ
．
、
○
路
浮
o
聾
壁
9
葺
o
o
協
＝
器
醇
鵠
o
留
一
ω
．
、
甲
寅
。
§
。
§
ミ
自
’
一
8
P
冒
p

　
今
、
最
終
財
需
要
が
若
干
憂
動
し
た
と
す
れ
ば
、

　
　
　
　
　
＆
”
（
肉
－
匡
）
1
く
嚇

・
を
得
る
。
こ
こ
で
髄
系
が
完
全
に
連
結
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
如
何
な
る
ξ
の
礎
動
に
封
し
て
も
、
ベ
ク
ト
ル
ツ
の
凡
て
の
ニ
レ
メ
ン
ト
に
愛
動

　
が
生
ず
る
こ
と
を
意
味
し
、
胆
系
が
不
完
全
連
結
で
あ
る
と
は
、
場
合
に
よ
つ
て
は
そ
の
産
出
量
に
愛
動
を
果
け
な
い
産
業
部
門
が
存
在
す
る
か
も

　
知
れ
な
い
、
と
い
う
可
能
性
を
残
す
こ
と
で
あ
る
。

（
7
）
　
こ
の
用
語
の
利
用
は
、
國
際
貿
易
に
闘
す
る
森
嶋
氏
の
分
析
に
從
う
。

　
森
嶋
通
夫
「
國
際
貿
易
の
比
較
動
學
的
分
析
」
経
濟
論
叢
・
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
O

　
こ
の
概
念
は
、
或
る
産
業
部
門
の
産
出
量
に
封
す
る
最
絡
財
需
要
の
礎
動
が
、
時
間
の
紹
過
を
通
じ
て
他
の
産
業
部
門
に
波
及
し
て
行
く
過
程
を
分

　
析
す
る
場
合
に
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
郎
時
的
乗
薮
を
假
定
す
る
こ
の
論
丈
で
は
立
入
ち
な
い
。

（
8
）
　
よ
り
一
般
的
に
は
、
連
結
が
不
完
全
な
る
マ
ト
リ
ソ
ク
ス
は
、
次
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
出
來
る
o

　　
　　

鱗△

こ
れ
は
、
暖
系
が
s
個
の
プ
・
ッ
ク
に
分
け
ら
れ
て
い
る
揚
合
で
あ
り
、
封
角
線
上
の
部
分
行
列
は
凡
て
正
方
行
列
で
あ
る
。
若
し
、
各
プ
・
ッ
ク

が
、
他
の
ブ
・
ッ
ク
か
ら
全
く
濁
立
し
て
い
る
時
に
は
、
髄
系
は
明
か
に
非
連
結
で
あ
塑
、
各
プ
・
ッ
ク
は
濁
自
の
蓮
動
法
則
に
從
う
。



皿

資
本
の
構
造
と
行
列
加
速
度

　
　
　
ω
　
資
本
蓄
積
の
亘
覗
分
析

　
嚢
展
す
る
國
民
経
濟
の
攣
動
過
程
を
、
國
民
貯
蓄
と
國
民
投
資
の
二
つ
の
亘
視
的
総
量
の
均
衡
・
不
均
衡
に
よ
つ
て
分
析
し
ょ
う
と
す

る
立
揚
は
、
ヴ
ィ
ク
セ
ル
の
累
積
過
程
の
理
論
と
共
に
長
い
歴
史
を
も
つ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
日
に
お
い
て
も
、
こ
の
問
題
は
現
代
経

濟
理
論
の
最
も
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
つ
て
お
り
、
サ
ム
ェ
ル
ソ
ン
・
ヒ
ッ
ク
ス
・
ハ
ン
セ
ン
・
ハ
ロ
ッ
ド
・
ド
マ
ー
等
の
多
く
の
學
者
に

よ
つ
て
活
濃
に
論
議
さ
れ
て
い
る
。
一
般
に
マ
ク
・
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
と
呼
ば
れ
る
こ
の
理
論
の
基
本
的
ア
イ
デ
ア
は
、
貯
蓄
を
資
本

蓄
積
の
供
給
源
、
投
資
を
そ
の
需
要
面
と
看
倣
す
こ
と
に
よ
り
、
如
何
に
し
て
資
本
の
需
要
と
供
給
が
均
衡
す
る
か
、
均
衡
歌
態
が
崩
れ

た
揚
合
に
如
何
な
る
事
態
が
生
ず
る
か
、
と
い
う
間
題
に
焦
貼
を
お
い
て
、
嚢
展
過
程
の
均
衡
條
件
を
吟
味
す
る
に
あ
る
。

　
問
題
の
把
え
方
と
し
て
は
確
か
に
軍
純
明
解
な
こ
れ
ら
の
分
析
に
は
、
今
日
ま
で
の
所
、
い
ま
だ
確
定
的
な
理
論
が
提
出
さ
れ
て
い
る

謹
で
は
な
い
。
ア
ン
テ
ィ
ノ
ミ
ー
理
論
と
タ
イ
ム
・
ラ
グ
理
論
の
封
立
な
ど
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
均
衡
解
の
導
出
と
い
う
黙

に
關
し
て
は
可
成
り
の
意
見
の
一
致
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
中
の
代
表
的
な
一
つ
の
見
解
は
、
次
の
如
き
一
組
の
方
程
式
群
に

よ
つ
て
示
す
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、

　
　
　
（
b
o
9
一
）
　
　
　
国
（
偽
）
H
e
」
憎
（
鵬
）

　
　
　
（
ρ
N
）
　
　
　
硫
（
肺
）
“
G
。
団
（
貼
）

　
　
　
（
卜
o
．
ω
）
　
　
e
」
団
（
牒
）
“
。
。
網
（
』
）

　
　
　
　
　
産
業
蓮
關
の
理
論
に
關
す
る
一
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
五



　
　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
経
濟
學
研
究
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
六

こ
こ
に
8
・
～
・
r
は
そ
れ
ぞ
れ
貯
蓄
・
投
資
・
國
民
所
得
を
示
し
・
”
は
加
速
度
係
籔
・
8
は
貯
菩
性
向
を
示
し
て
い
る
。
＠
を
7
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

第
0
期
に
お
け
る
初
期
値
と
し
て
r
に
關
す
る
一
般
解
を
求
め
る
と
、

　　

（
器
　
国
（
軸
）
－
団
（
・
Y
（
粋
。
。
）
．

を
得
る
。
も
し
、
髄
系
が
均
衡
欺
態
に
あ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
國
民
所
得
の
均
衡
稜
展
率
9
は
明
か
に

　　

（
ρ
ω
）
　
」
§
＼
憎
（
貼
）
－
傘
）
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

で
あ
る
。
こ
れ
は
（
N
し
）
式
か
ら
直
接
に
求
め
る
こ
と
も
出
來
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
の
問
題
は
、
投
資
方
程
式
式
（
N
レ
）
の
性
質
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
般
に
こ
の
方
程
式
は
、
國
民
所
得
r
と
國
民

資
本
K
と
の
間
に
資
本
方
程
式
と
も
稔
し
得
べ
き
一
定
の
函
敷
關
係

　
　
　
（
ρ
α
）
　
　
　
貝
燃
）
”
e
唄
（
貼
）

を
想
定
し
、
こ
れ
よ
り
導
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
爾
邊
の
定
差
を
と
る
と
、

　
　
　
（
P
刈
）
　
　
国
（
馬
）
…
」
知
“
）
”
e
」
図
（
貼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
得
る
．
こ
の
方
程
式
は
、
聖
水
準
薙
持
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
”
倍
し
た
だ
け
の
聖
必
睾
あ
る
と
い
う
關
係
、
從
つ
て
、

薬
現
窺
歪
愚
舞
漿
準
撮
覆
均
衡
駄
態
に
あ
る
時
、
∬
墨
動
愚
じ
て
、
そ
れ
を
禧
し
秀
け
の
誓
需
審
誘

穫
す
る
と
い
う
關
係
を
示
し
て
い
る
。
勿
論
、
た
と
え
こ
の
假
設
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
現
實
は
、
偶
然
の
一
致
を
除
外
す
れ
ば
、

不
断
に
賓
本
の
過
剰
と
不
足
の
聞
を
動
揺
し
て
い
る
。
し
か
も
ア
ン
テ
ィ
ノ
ミ
ー
理
論
の
教
義
に
從
う
と
、
こ
の
よ
う
な
事
情
こ
そ
、
資



本
的
な
経
濟
損
張
及
ぴ
牧
縮
の
重
要
な
読
明
原
理
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
所
で
吾
六
は
、
亘
覗
的
分
析
が
前
提
し
て
い
る
よ
う
に
、
國
民
所
得
と
國
民
資
本
と
の
間
に
、
（
N
ぴ
）
式
で
假
定
さ
れ
て
い
る
所
の
軍

一
の
資
本
係
数
で
結
ば
れ
る
よ
う
な
安
定
的
函
数
關
係
を
眞
に
想
定
す
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
に
鋤
し
て
は
、
吾
汝
は

多
く
の
疑
念
を
も
つ
。
實
際
、
い
ま
だ
曾
つ
て
、
こ
の
問
題
に
確
信
を
も
つ
て
肯
定
し
た
者
は
い
な
い
し
、
若
干
の
實
謹
的
分
析
も
決
し

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

て
満
足
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
伺
理
論
上
の
問
題
が
残
る
。
師
ち
、
か
か
る
想
定
に
よ
つ
て
、
一
髄
如

何
な
る
利
害
得
失
が
得
ら
れ
る
か
を
尋
ね
る
こ
と
で
あ
る
。

　
一
見
し
て
明
白
な
よ
う
に
、
こ
の
分
析
に
最
も
特
質
的
な
こ
と
は
、
7
も
K
も
共
に
亘
覗
的
総
量
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
の
理
論
は
、
こ
の
理
由
の
た
め
に
、
o
需
箭
江
8
農
蔓
と
い
う
貼
に
關
し
て
決
定
的
長
所
を
持
つ
。
實
際
、
一
個
の
資
本
方
程
式
に

ょ
っ
て
資
本
理
論
の
基
本
的
内
容
を
示
さ
ん
と
す
る
意
圃
は
、
他
の
如
何
な
る
資
本
理
論
に
も
ま
さ
つ
て
、
操
作
可
能
な
分
析
武
器
を
提

供
し
た
と
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
假
定
の
下
で
は
、
吾
汝
は
資
本
の
時
間
構
造
と
か
各
産
業
部
門
へ
の
配
分
と
い
う
複
雑
な
問
題
を

迂
同
し
て
、
年
汝
の
國
民
所
得
水
準
に
最
適
な
全
髄
と
し
て
の
資
本
蓄
積
量
を
容
易
に
決
定
す
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
吾
六
は
、
こ
の
理
論
の
分
析
上
の
愛
當
性
に
は
、
非
常
に
嚴
し
い
制
約
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
部
ち
、
上
述
の

亘
覗
的
資
本
方
程
式
は
、
資
本
の
構
造
に
關
す
る
問
題
に
は
何
等
の
磯
言
穰
を
も
ち
得
な
い
し
、
も
し
そ
れ
が
可
能
で
あ
つ
た
と
し
て
も
、

凡
て
の
産
業
部
門
が
全
く
同
質
的
な
資
本
構
造
を
も
つ
と
の
假
定
の
上
に
立
脚
し
て
い
る
も
の
と
看
倣
さ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
例

え
ば
、
現
實
資
本
量
が
必
要
資
本
量
を
超
過
し
て
い
る
揚
合
を
考
え
て
み
よ
う
。
ハ
・
ッ
ド
に
よ
れ
ば
、
こ
の
揚
合
に
は
、
経
濟
の
総
過

程
は
一
方
的
な
牧
縮
の
プ
・
セ
ス
を
持
績
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
恐
ら
く
こ
の
蹄
結
は
、
凡
て
の
産
業
部
門
に
お
い
て
遊
休
生
産
設
備
が

　
　
　
　
　
産
業
連
關
の
理
論
に
關
す
る
一
研
究
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
士



　
　
　
　
　
一
橋
大
墨
。
研
究
年
報
　
経
濟
墨
ザ
研
究
　
1
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
八

存
在
す
る
時
に
は
眞
實
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
た
と
え
聰
額
と
し
て
の
資
本
量
に
超
過
が
あ
つ
て
も
、
或
る
産
業
部
門
で
は
団
色
S
宕
。
一
な

が
實
現
し
て
お
り
、
時
に
は
設
備
不
足
の
産
業
部
門
さ
え
も
存
在
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
揚
合
に
も
、
依
然
と
し
て
一
般
的

牧
縮
過
程
を
結
論
し
得
る
か
。
マ
ー
シ
ャ
ル
流
の
代
表
的
企
業
に
よ
つ
て
組
立
て
ら
れ
た
マ
ク
・
分
析
の
武
器
で
は
、
こ
の
問
題
に
解
決

の
光
を
投
ず
る
こ
と
は
恐
ら
く
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
問
題
は
、
絡
量
と
し
て
資
本
設
備
の
不
足
が
存
在
す
る
揚
合
に
も
生
ず
る
。

印
ち
、
例
え
全
髄
と
し
て
は
資
本
設
備
が
不
足
で
あ
つ
て
も
、
倫
あ
る
産
業
部
門
の
資
本
量
が
適
正
な
る
も
の
を
超
え
て
い
る
と
い
う
理

由
に
よ
つ
て
、
全
艦
系
が
依
然
と
し
て
牧
縮
の
過
程
を
歩
む
と
い
う
事
態
も
可
能
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
凶
見
し
て
矛
盾
と

思
わ
れ
る
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
軍
一
の
資
本
係
勲
を
前
提
と
す
る
亘
硯
的
分
析
で
は
1
例
え
係
数
の
非
線
型
を
假
定
し
て
も
1
殆
ど
解

朋
不
可
能
な
問
題
で
あ
る
。
か
く
し
て
吾
凌
は
、
亘
覗
的
分
析
の
軍
な
る
彌
縫
的
手
段
に
訴
え
る
こ
と
な
く
、
分
析
の
最
初
か
ら
、
資
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
構
造
的
異
質
性
を
解
朋
し
得
る
が
如
き
分
析
武
器
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
　
ω
資
本
の
構
造
と
行
列
加
速
度

　
一
般
に
資
本
は
、
建
物
・
工
揚
・
機
械
・
車
輔
・
船
舶
・
什
器
・
在
庫
品
な
ど
の
種
た
の
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
目

的
に
感
じ
て
各
産
業
部
門
に
配
分
さ
れ
て
い
る
。
今
、
第
乞
部
門
の
第
6
時
鐵
に
お
け
る
資
本
現
存
量
（
或
る
基
準
年
弐
の
物
債
畦
系
で
甜

定
す
る
）
を
卸
る
）
で
示
す
。
こ
の
う
ち
、
第
ブ
部
門
か
ら
購
入
し
た
部
分
を
き
る
）
で
示
す
な
ら
ば
、
明
か
に

　
　
　
（
P
o
o
）
　
　
評
（
縣
）
日
か
脳
（
軸
）
十
診
熟
燃
）
十
…
十
勢
ミ
（
燃
）

が
成
立
す
る
。
勿
論
、
脆
個
の
産
業
部
門
が
悉
く
資
本
財
供
給
部
門
と
し
て
存
在
す
る
講
で
は
な
く
、
更
に
或
る
部
門
で
必
要
な
資
本
財

も
他
の
部
門
で
は
不
必
要
な
揚
合
も
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
エ
レ
メ
ン
ト
の
多
く
は
0
で
あ
る
。



　
今
、
縦
列
に
各
産
業
部
門
か
ら
購
入
し
た
資
本
財
を
産
業
分
類
の
順
序
に
從
つ
て
配
列
し
、

に
慮
じ
て
集
め
た
マ
｝
リ
ッ
ク
ス

（
曇
℃
）

－
⊥
罐
膿
裟
］

こ
の
列
を
同
じ
よ
う
に
産
業
分
類
の
順
序

を
考
え
よ
う
。
或
る
部
門
で
生
産
し
た
資
本
財
を
同
一
の
部
門
で
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
か
ら
、
穿
W
o
と
考
う
べ
き
で
あ
る
。

第
ご
期
の
行
列
と
第
（
帖
1
一
）
期
の
行
列
の
差
の
行
列
を
し
困
（
牒
）
で
示
す
と
、

　
　
　
（
b
o
・
一
〇
）
　
　
」
肉
d
）
旧
夷
㎝
）
ー
肉
d
ー
一
）

で
あ
畜
。
そ
こ
で
、
こ
の
差
行
列
の
エ
レ
メ
ン
ト
を
」
鳶
こ
（
軸
）
で
示
す
な
ら
ば
、
こ
れ
は
第
善
期
に
第
～
部
門
か
ら
第
・
ン
部
門
の
資
本
ス

ト
ッ
ク
の
塘
加
分
と
し
て
供
給
さ
れ
た
敷
量
を
示
す
こ
と
と
な
る
。
三
部
門
構
造
の
揚
合
に
つ
い
て
具
禮
的
に
展
開
す
る
と

（
ρ
・
・
）
」
ぎ
）
き
－
蓉
－
・
）
－
〔
講
黙
…
…
…
…
藩
…
…
…
…
〕

で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
行
列
の
各
縦
列
の
エ
レ
メ
ン
ト
の
合
計
は
、
第
孟
期
に
お
け
る
各
産
業
部
門
別
資
本
形
成
を
示
し
て
い
る
。

　
さ
て
吾
汝
の
問
題
は
、
部
門
別
に
考
え
ら
れ
た
資
本
形
成
の
運
動
法
則
を
明
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
互
硯
的
加
速
度

原
理
と
の
形
式
的
ア
ナ
・
ジ
ー
に
お
い
て
、
　
一
定
の
償
格
髄
系
の
下
で
、

　
　
　
　
　
産
業
連
關
の
理
論
に
關
す
る
一
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
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一
梼
大
學
研
究
年
報
　
緯
濟
學
研
究
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紳
四
σ

　
　
　
（
さ
o
・
旨
）
　
　
導
こ
（
馬
）
”
馬
こ
讐
（
縣
）
　
　
（
画
も
目
一
る
”
…
…
醤
）

が
成
立
す
る
も
の
と
前
提
し
よ
う
。
換
言
す
る
と
、
第
ブ
部
門
は
、
そ
の
産
出
量
駒
を
維
持
す
る
の
に
、
そ
れ
に
正
の
比
例
常
藪
吻
を
乗

じ
た
だ
け
の
資
本
財
を
第
．
乞
部
門
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
伽
を
第
．
2
部
門
の
部
分
的
資
本

係
籔
と
呼
ぶ
。
從
つ
て
今
、

　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
（
旦
富
）
　
レ
．
ε
旧
ざ
　
　
（
覧
旺
鮮
ρ
…
…
｝
。
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
帖
“
一

と
す
れ
ば
、
明
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

　
　
　
（
P
監
）
　
　
き
（
偽
）
“
レ
．
き
こ
（
軸
）
旺
レ
、
ε
讐
（
㎝
）
…
ざ
さ
（
“
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ロ
け
　
　
　
　
　
　
ハ
ゆ
け

で
あ
る
か
ら
、
竹
を
第
プ
部
門
の
総
資
本
係
轍
と
名
付
け
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ろ
う
。
蓋
し
、
（
ド
峯
）
式
の
爾
邊
の
定
差
を
と
る
と
、

　
　
　
（
ρ
蹟
）
　
　
」
き
（
臥
）
H
ざ
」
ミ
（
臥
）
　
　
（
覧
”
ど
餌
…
…
鴇
己

と
な
り
、
こ
れ
は
互
覗
的
動
學
に
お
け
る
加
速
度
原
理
と
形
式
的
に
封
悪
す
る
か
ら
で
あ
る
。
（
ρ
結
）
式
の
假
定
を
（
P
℃
）
式
の
マ
ト

リ
ッ
ク
ス
に
適
用
す
れ
ば
、

ー
［
“
　
灘
、
響
遷
、
濃
魁
蟹

を
得
る
。
か
く
し
て
、
資
本
設
備
に
過
不
足
な
き
揚
合
、
各
産
業
部
門
の
産
出
量
の
＝
疋
水
準
又
は
一
定
檜
加
量
が
與
え
ら
れ
、
且
つ
資

本
係
撒
の
行
列
が
與
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
感
じ
て
必
要
と
さ
れ
る
資
本
存
在
量
叉
は
資
本
塘
加
量
が
決
定
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ

る
。
以
下
で
は
簡
軍
の
た
め
に
、
（
ρ
ま
）
式
の
右
邊
第
一
項
で
示
さ
れ
る
行
列
を
行
列
加
速
度
ピ
暮
畦
騨
》
8
9
9
緯
9
と
呼
ぶ
、
．

　
　
　
⑥
　
行
列
乗
数
と
行
列
加
速
度
の
結
合
燈
系

　
さ
て
、
吾
々
は
第
一
章
に
お
い
て
、
各
産
業
部
門
の
産
出
量
は
、
流
量
と
し
て
騰
系
内
の
部
門
に
販
費
さ
れ
る
か
、
又
は
髄
系
外
に
供

給
さ
れ
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
髄
系
外
へ
の
供
給
量
、
即
ち
最
絡
財
需
要
を
俘
う
こ
の
よ
う
な
構
造
模
型
は
、
一

般
に
レ
オ
ン
チ
エ
フ
の
開
放
模
型
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
こ
で
は
未
だ
資
本
蓄
積
へ
の
考
慮
が
エ
ク
ス
プ
リ
シ
ッ
ト
に
は
行
わ
れ

て
い
な
か
つ
た
の
で
、
最
絡
財
需
要
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
所
の
髄
系
内
の
部
門
の
資
本
ス
ト
ッ
ク
と
な
る
部
分
が
如
何
な
る
理
論
的
意

義
を
持
つ
か
、
と
い
う
問
題
に
は
立
入
つ
た
槍
討
を
加
え
な
か
つ
た
。
こ
れ
は
、
最
も
軍
純
な
ケ
イ
ン
ズ
の
静
學
模
型
に
お
い
て
、
投
資

支
出
が
政
府
支
出
及
び
貿
易
バ
ラ
ン
ス
と
合
計
さ
れ
自
焚
的
支
出
と
し
て
塵
理
さ
れ
る
の
と
軌
を
一
に
す
る
。

　
そ
こ
で
、
資
本
蓄
積
過
程
の
分
析
を
吾
汝
の
髄
系
に
明
示
的
に
導
入
す
る
た
め
に
、
各
産
業
部
門
の
産
出
量
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
よ

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
（
p
一
刈
）
　
　
零
“
レ
．
讐
＋
レ
、
」
ε
十
堕
　
　
（
帖
旺
一
る
｝
…
…
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ハ
け
　
　
　
ヘ
ハ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

即
ち
、
各
産
業
部
門
は
、
髄
系
内
の
部
門
へ
流
量
と
し
て
の
財
貨
珈
又
は
ス
ト
ッ
ク
量
と
し
て
の
財
貨
臨
を
供
給
し
、
叉
、
若
干
の
部
門

は
饅
系
外
の
部
門
へ
ξ
の
財
貨
を
販
費
す
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
若
し
そ
れ
が
、
貯
藏
の
不
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
部
門
と
か
、
叉
は
紡
績

部
門
に
勤
す
る
原
棉
生
産
部
門
の
如
く
、
純
粋
に
流
量
と
し
て
の
財
貨
又
は
用
役
を
供
給
す
る
部
門
で
あ
る
な
ら
ば
、
明
か
に
象
亀
”
o

で
あ
る
。
從
つ
て
、
行
列
加
速
度
の
多
く
の
エ
レ
メ
ン
ト
は
0
で
あ
る
。
こ
れ
に
鋤
し
て
、
流
量
と
し
て
の
財
貨
の
中
に
は
、
資
本
設
備

の
減
慣
償
却
の
補
填
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
建
築
部
門
の
よ
う
に
純
粋
に
資
本
ス
ト
ッ
ク
と
な
る
よ
う
な
財
貨
の
み
を
供
給
す
る

　
　
　
　
　
産
業
蓮
關
の
理
論
に
闘
す
る
一
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
’
　
　
　
　
　
　
』
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一
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一
四
二

部
門
で
あ
つ
て
も
、
一
般
に
さ
W
。
を
期
待
す
べ
き
で
あ
る
。

　
簡
軍
の
た
め
に
、
凡
て
の
産
業
部
門
に
お
け
る
現
實
の
資
本
構
成
が
、
各
部
門
に
お
い
て
必
要
と
せ
ら
れ
る
資
本
構
成
と
丁
度
一
致
し

て
い
る
揚
合
を
考
察
し
よ
う
。
こ
れ
ま
で
の
前
提
に
よ
り
、
こ
の
揚
合
に
は

　
　
　
（
応
o
レ
o
o
）
　
　
健
こ
H
9
ζ
習
｝
」
鳶
、
“
ε
」
零

で
あ
る
か
ら
、
次
の
需
給
均
衡
方
程
式
を
得
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
（
b
o
’
這
）
　
讐
（
帖
）
隅
レ
。
8
ミ
る
）
＋
レ
、
ε
」
零
（
鯨
）
十
や
（
転
）
　
　
（
帆
”
ど
斜
…
…
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
闘
一
　
　
　
　
　
　
｝
o
一

三
部
門
構
造
の
揚
に
つ
き
行
列
記
號
で
示
す
と
、

§
〔
畿
〕
－
露
灘
…
〕
〔
｝
翫
…
〕
＋
〔
鄭
※
…
〕
〔
購
…
…
…
曇
㎜
〕

叉
は
簡
軍
に

　
　
　
（
N
■
b
o
一
）
　
受
（
喘
）
H
匡
健
（
軸
）
＋
q
」
健
（
縣
）
十
鞭
（
軸
）
　
o
巳
　
（
雨
－
臥
）
璽
（
軸
）
口
Q
＆
（
馬
）
＋
聯
（
貼
）

と
な
る
。
一
見
し
て
こ
れ
は
、
吾
々
が
先
に
分
析
し
た
亘
覗
的
分
析
に
お
け
る
乗
藪
と
加
速
度
原
理
の
結
合
形
態
と
著
し
い
類
似
性
を
も

つ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
吾
汝
の
揚
合
は
、
こ
れ
は
軍
な
る
ス
カ
ー
ラ
量
の
結
合
髄
系
と
本
質
酌
に
は
異
れ
る
所
の
行
列

乗
数
と
行
列
加
速
度
の
結
合
髄
系
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
て
、
」
激
甦
）
…
昧
“
）
ー
激
鮎
ー
一
）
を
考
慮
す
れ
ば
、
（
N
。
曽
）
式
は
一
階
定
差
の
動
學
方
程
式
で
あ
る
。
所
で
定
差
方
程
式
の
解
法
に



つ
い
て
克
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
膣
系
の
完
至
解
は
、
告
（
軸
）
”
o
と
置
い
た
揚
合
の
静
學
解
と
噸
口
o
と
置
い
た
揚
合
の
動

學
解
の
和
と
し
て
規
定
さ
れ
る
。
勿
論
、
瞠
系
が
動
學
的
に
安
定
な
ら
ば
、
時
間
の
経
過
と
共
に
動
學
解
の
部
分
は
浩
滅
し
、
膣
系
は
や

が
て
静
學
解
の
水
準
に
牧
敏
す
る
で
あ
ろ
う
「
こ
の
中
、
静
學
解
の
性
質
に
つ
い
て
は
前
章
で
詳
し
く
分
析
し
た
か
ら
、
こ
こ
で
は
動
學

解
の
性
質
を
吟
味
す
る
。

　
先
ず
、
伽
”
o
と
置
い
た
揚
合
の
同
次
方
程
式

　
　
　
（
卜
o
●
8
）
　
　
（
繭
1
』
ざ
（
軸
）
日
Q
」
健
（
“
）

に
お
い
て
、
特
解
を
窯
尊
）
“
ン
。
と
い
う
形
で
求
め
て
み
る
。
朋
か
に
践
㌻
一
）
訂
ン
軸
＋
『
ざ
（
尊
）
な
る
故
、
（
N
』
“
。
）
式
で
タ
イ
ム
を
一

期
間
だ
け
前
進
さ
せ
る
と
、

　
　
　
（
p
8
）
　
　
ン
（
肉
－
臥
ざ
（
臥
）
踊
（
ン
ー
一
）
魯
（
戟
）

を
得
る
。
こ
れ
は
、
λ
を
未
定
常
轍
と
し
て
含
む
よ
う
な
シ
に
關
す
る
蓮
立
方
程
式
で
あ
る
。
三
部
門
構
造
の
揚
合
に
つ
い
て
詳
し
く
展

開
す
る
と
、（

N
●
撃
）

で
あ
る
。

　
さ
て
、

〔薪

鴬
纂
…
…
｝
〕
点
欝
｝
朧

（
卜
o
』
ω
）
式
は
ツ
に
關
す
る
同
次
蓮
立
方
程
式
で
あ
る
か
ら
、

　
産
曲
衆
蓮
關
…
の
理
論
に
關
す
る
一
研
究

（
ン
ー
一
）
o
這

（
ン
ー
一
）
o
旨

（
ン
ー
一
）
含
卜
D

…
纂
…
〕
〔
醗
…
巴

こ
の
方
程
式
が
0
以
外
の
解
を
持
つ
た
め
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三

そ
の
係
数
か
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一
四
四

ら
作
ら
れ
る
行
列
式
は
0
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、

　
　
　
（
P
毬
）
　
　
q
9
〔
ン
（
閑
ー
」
）
1
（
ン
ー
一
）
8
…
一
ン
（
肉
ー
」
）
1
（
ン
ー
一
）
Q
一
”
O

で
あ
る
。
こ
れ
は
λ
に
關
す
る
η
次
の
多
項
式
で
あ
り
、
（
N
』
い
）
式
の
特
性
行
列
式
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
よ
り
決
定
さ
れ
る
λ
を
特
性
根

と
呼
ぶ
。
も
し
、
こ
の
多
項
式
か
ら
決
定
さ
れ
る
η
個
の
特
性
根
λ
の
絶
鉗
値
に
つ
い
て

　
　
　
（
ド
ま
）
　
　
鼠
蟄
図
一
ン
ニ
〈
一
　
　
（
軌
目
ど
ρ
…
…
｝
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
い

が
成
立
す
る
な
ら
ば
、
一
一
目
ン
。
日
o
な
る
故
に
動
學
的
に
安
定
で
あ
り
、
一
個
で
も
一
よ
り
大
な
る
も
の
が
あ
れ
ば
動
學
的
に
不
安
定
で

　
　
　
　
　
　
　
　
い
ロ
ゆ

あ
る
。
吾
た
は
、
こ
の
よ
う
な
行
列
乗
数
と
行
列
加
速
度
の
結
合
艘
系
が
如
何
な
る
時
に
安
定
の
條
件
を
み
た
す
か
、
と
い
う
問
題
を
槍

討
し
よ
う
。

　
　
　
㈲
　
動
學
的
安
定
條
件

　
こ
の
問
題
に
立
入
る
に
先
立
ち
、
吾
汝
は
若
干
の
豫
備
定
理
を
用
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
豫
備
定
理
ω
非
負
行
列
は
他
の
凡
て
の
特
性
根
の
絶
掛
値
よ
り
も
小
な
ら
ざ
る
正
根
h
を
も
ち
、
渇
に
所
屡
す
る
特
性
ベ
ク
ト
ル
は
非

　
　
　
　
　
　
（
5
）

負
ベ
ク
ト
ル
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
も
ロ

　
豫
備
定
理
②
現
は
各
列
の
元
素
の
和
の
最
大
値
を
越
え
ず
、
最
小
値
よ
り
も
小
で
は
な
い
。

　
豫
備
定
理
⑥
非
負
行
列
、
◎
時
》
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
巨
・
じ
．
§
」
）
も
量
レ
．
§
旧
金
巨
一
長
．
ぎ
…
3

　
　
　
　
　
　
　
　
駄
　
　
』
”
一
　
　
　
　
　
　
　
　
V
　
伽
”
一
　
　
　
　
　
　
　
　
V
　
h
”
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
　
　
　
　
旨
騨
図
レ
、
蛤
こ
m
》
｝
営
P
Z
レ
、
ゆ
亀
…
副
㎜
一
員
襲
レ
．
『
こ
…
割
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
“
隔
一
　
　
　
　
　
　
　
　
V
　
　
稿
o
一
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
　
（
■
一



と
す
れ
ば
、
次
式
が
成
立
す
る
・

　
　
　
　
　
矧
．
町
W
割
W
噌
W
博
．
嶋

謎
明
。
、
の
n
肉
を
詳
細
に
展
開
す
る
と

　　

　　醤
．
』
．
§
繕
［
．
鷺
馨
隷
一
縷
耕
〕

で
あ
る
。
從
つ
て
行
列
君
の
各
列
和
を
求
め
る
と

　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
さ
　
リ

　
　
　
　
　
レ
．
『
導
m
レ
．
ヒ
℃
t
ミ
融
皿
§
る
暑
十
、
旨
含
習
十
…
：
：
：
十
騎
）
一
醤
？
び
（
”
ご
習
）

　
　
　
　
　
D
臨
一
　
　
帖
口
一
圃
口
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
℃
曽
曾
涛
十
始
醤
曾
袴
十
…
・
：
…
十
、
ぎ
q
募
（
”
浮
♂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
聴
己
曹
♂
十
博
蕊
心
浮
十
：
，
…
・
十
ヤ
§
q
轟
（
日
嘆
蓼
）

　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　
　
　
　
四
レ
．
℃
篇
曹
鳶
十
レ
．
短
旨
崎
穿
十
…
…
…
十
レ
．
℃
竃
9
昌
（
レ
．
嘆
爵
）

　
　
　
　
　
　
　
賄
”
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凸
ロ
一

　
　
る

・．

　
レ
．
嘆
導
睨
も
（
9
碧
十
“
器
十
．
：
…
十
9
詳
）
W
博
．
鴫

　
　
、
鞠
一

・．

レ．

辞
肱
憶
（
喝
罫
十
崎
讐
十
・
…
：
十
響
卜
）
肱
嫡
．
蘭
　
・
．
・
嫡
。
画
W
「
W
噛
W
℃
。
q

　
　
帖
ロ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
・
E
・
P
〉

産
業
連
關
の
理
論
に
關
す
る
一
研
究

一
四
五
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一
四
六

　
さ
て
、
こ
れ
だ
け
の
準
備
の
下
で
本
題
に
入
る
。
先
ず
、
前
章
で
明
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
行
列
乗
数
に
よ
つ
て
示
さ
れ
る
輕
濟
騰
系

が
完
全
蓮
結
で
あ
る
時
に
は
、
（
恥
1
」
）
エ
…
鵠
V
O
で
あ
り
、
不
完
全
連
結
で
あ
る
な
ら
ば
、
（
為
1
も
↓
…
切
胃
O
で
あ
つ
た
。
そ
の

い
ず
れ
の
揚
合
に
も
、
騰
系
が
経
濟
的
に
有
意
味
で
あ
る
た
め
に
は
、
正
又
は
非
負
の
乗
敷
敷
果
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
、

（
肉
－
匡
）
⊥
旧
鞄
を
（
ド
翫
）
式
の
左
側
か
ら
乗
じ
、
更
に
（
ン
ー
一
）
で
除
す
な
ら
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
（
鱒
鴇
）
　
、
（
ン
）
日
一
ン
⊥
閑
1
（
肉
－
匡
）
ー
、
皇
睡
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

を
得
る
．
但
し
、
豆
升
。
な
る
故
に
、
ン
ー
一
な
る
根
は
存
在
し
な
い
．
璽
契
漣
工
旧
逗
讐
、
更
に
（
㌣
』
）
ー
．

Q
旧
翰
q
…
肉
と
置
く
な
ら
ば
、
こ
の
行
列
式
は
次
の
よ
う
に
書
改
め
ら
れ
る
。

　
　
　
（
P
N
o
o
）
　
　
、
（
℃
）
”
一
肉
℃
1
、
一
旺
O

非
負
行
列
の
積
よ
り
得
ら
れ
る
行
列
は
、
明
か
に
非
負
行
列
で
あ
る
。
從
つ
て
、
も
し
行
列
乗
敷
で
示
さ
れ
る
経
濟
髄
系
が
完
全
蓮
結
で

あ
り
、
又
、
各
産
業
部
門
は
必
ず
資
本
設
備
を
用
い
て
生
産
に
從
事
す
る
と
い
う
現
實
的
安
當
な
假
定
の
下
で
は
、
（
肉
ー
匡
）
1
、
…
鵠
V
。

に
し
て
且
つ
行
列
加
速
度
0
の
各
列
に
は
必
ず
正
の
エ
レ
メ
ン
ト
が
存
在
す
る
か
ら
、
（
閏
1
』
）
1
、
q
旧
切
q
…
肉
V
O
と
な
る
。
し
か
し

い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
般
に
非
負
と
考
え
ら
れ
る
行
列
F
に
固
有
な
る
特
性
根
の
性
質
を
吟
昧
す
る
こ
と
だ
吾
欧
の
問
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
ン

　
今
、
℃
時
　
　
　
を
攣
形
し
て

　
　
　
　
ン
ー
一

　
　
　
（
p
賠
）
　
ン
…
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃
ー
一

と
し
よ
う
。
そ
こ
で
ρ
に
種
々
の
敷
値
を
代
入
し
て
λ
の
攣
動
を
み
れ
ば
、
吾
々
は
第
四
圏
の
グ
ラ
フ
を
も
つ
こ
と
が
出
來
る
。
こ
の
圖

表
よ
り
、
も
”
一
な
ら
ば
ン
”
一
と
な
り
、
為
く
o
娠
の
範
囲
で
は
λ
億
凡
て
安
定
の
領
域
に
馬
し
、
℃
V
o
』
の
範
園
で
億
λ
が
不
安
定
の



ρ＋1－oき

0
　
　
0

＝
　
　
　
＝
■

一
　
　
　
十

λ
ρ
入

ヂ「　1　）「llI811rI一嚇t一一一『一『『一一

14＿＿＿＿一＿＿＿一一

1
1
1
『
｝
F
｝

　
　
領
域
に
属
す
る
こ
と
が
明
瞭
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
吾
々
の
問
題
は
、
如
何
な
る
揚
合

　
　
に
ρ
が
0
5
よ
り
小
と
な
る
か
、
を
尋
ね
る
こ
と
で
あ
る
。
蓋
し
、
こ
の
揚
合
に
限
り
、
λ
の
絶

　
　
封
値
は
凡
て
一
よ
り
小
で
あ
り
、
髄
系
は
動
學
的
に
安
定
と
な
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。

斎
杢
豫
璽
器
及
蕩
条
つ
て
ざ
し
非
薯
列
ぢ
翁
の
・
エ
レ
メ
ン
あ
合
計

ニρ
が
凡
て
σ
5
よ
り
も
小
な
ら
ば
、
凡
て
の
ρ
の
絶
鋤
値
は
σ
5
よ
り
も
小
で
あ
り
、
從
つ
て
凡
て
の

4
λ
の
絶
鋤
値
他
一
よ
り
小
で
あ
る
。
こ
れ
に
罫
し
、
各
列
の
エ
レ
メ
ン
ト
の
合
計
が
凡
て
σ
5
よ

．
9
F
り
も
大
な
ら
ば
、
少
く
と
も
一
個
の
ρ
に
つ
い
て
は
σ
5
よ
り
も
大
で
あ
り
、
從
つ
て
一
個
の
λ

　
　
は
一
よ
り
大
な
る
絶
封
値
を
も
つ
。
然
る
に
、

（
卜
o
．
い
O
）
　
　
（
ど
一
㌦
　
：
し
）
鞄
旧
（
一
し
㌦

（
N
し
一
）
　
　
（
一
弘
㌦
　
：
弘
）
O
…
（
一
弘
㌦

と
す
れ
ば
、

，くン
電o一」o博

ぴ
蔦
－

O
言
．
．
9

0
旨
甲
甲
．
．
9

O
島
．
。

響
勲
9
．

蕪
謬
。

－
噂
勲
）

：
藁
お
）

既
述
の
よ
う
に
、
a
は
第
6
部
門
の
糖
乗
激
敷
果
を
示
し
、
仏
は
第
乞
部
門
の
総
資
本
係
藪
を
示
す
こ
と
と
な
る
。
從
つ
て
、

産
業
挫
關
剛
の
理
論
に
關
”
す
る
一
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
四
七



　
　
　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
経
濟
學
研
究
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
八

ー
穿
量
，
．
、
漆
導
鷺
．
．
．
ゑ

と
置
け
ば
、
疑
q
田
㌧
．
な
る
故
、
豫
備
定
理
⑥
に
よ
つ
て
、

　
　
　
（
b
o
■
ω
ψ
）
　
　
恥
・
碍
合
脚
曾
脚
鳶
・
く

の
成
立
す
る
ご
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
［
β
二
γ
二
φ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
列
和
の
中
の
最
大
な
る
も
の
を
示
し
、
β
・
γ
・
φ
は
そ

の
最
小
な
る
も
の
を
示
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
行
列
乗
敷
と
行
列
加
速
度
と
の
結
合
よ
り
得
ら
れ
る
行
列
に
つ
い
て
、
そ
の
各
列
の
エ

レ
メ
ン
ト
の
合
計
は
、
最
大
な
る
総
乗
数
奴
果
β
と
最
大
な
る
総
資
本
係
藪
7
と
の
積
よ
り
も
大
で
は
な
く
、
最
小
な
る
総
乗
藪
敷
果
β

と
最
小
な
る
納
資
本
係
敷
γ
と
の
積
よ
り
も
小
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
明
か
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
所
で
吾
六
は
、
前
章
に
お
い
て
、
命
題
照
の
成
立
を
明
か
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

を
各
産
業
部
門
の
総
支
出
性
向
を
エ
レ
メ
ン
ト
と
し
た
行
ベ
ク
ト
ル
と
し
た
揚
合
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
一

　
　
　
（
N
も
頓
）
　
　
ー
4
脚
恥
W
玩
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
9
　
　
　
　
　
一
ー
粂

・
ー
）
ρ
．
．
ー
二
．
藁
雄
一
．
．
葛



が
成
立
す
る
。
こ
こ
に
、
硬
は
凡
て
の
産
業
部
門
の
総
支
出
性
向
の
中
の
最
大
な
る
も
の
で
あ
り
、
α
は
そ
の
最
小
な
る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
關
係
を
（
斡
3
）
式
に
代
入
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
一

　
　
　
（
国
●
ま
）
　
　
　
　
　
・
碍
金
W
分
脚
　
　
　
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
働
　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
黛

が
得
ら
れ
る
。
か
く
し
て
吾
汝
は
、
行
列
F
の
性
質
を
、
各
産
業
部
門
の
総
支
出
性
向
と
総
資
本
係
数
の
大
き
さ
に
よ
つ
て
分
析
す
る
こ

と
が
出
來
る
。

　
今
、
（
N
●
鴇
）
式
の
特
性
方
程
式
で
決
定
さ
れ
る
％
個
の
特
性
根
ρ
の
中
で
、
他
の
い
ず
れ
の
根
よ
り
も
そ
の
絶
勤
値
の
小
な
ら
ざ
る

正
根
を
角
と
し
よ
う
。
行
列
F
は
非
負
行
列
で
あ
る
か
ら
、
豫
備
定
理
ω
に
よ
つ
て
、
か
か
る
仰
は
必
ず
存
在
す
る
。
然
る
に
豫
備
定
理

ω
に
よ
つ
て
、
仇
は
非
負
行
列
F
の
各
列
和
の
最
大
値
と
最
小
値
の
聞
に
存
在
す
る
か
ら
、
合
脚
ヤ
W
合
で
あ
る
。
か
く
し
て
（
ド
ま
）

式
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
（
ρ
鴇
）
　
　
　
　
・
闇
W
萄
W
　
　
　
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
一
ー
創
　
　
　
　
　
　
一
ー
貸

を
得
る
。
然
ら
ば
、
如
何
な
る
揚
合
に
μ
は
σ
5
よ
り
小
、
從
つ
て
λ
の
絶
封
値
は
一
よ
り
小
と
な
り
得
る
か
。

　
現
實
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
吾
汝
は
凡
て
の
部
門
の
総
支
出
性
向
偽
が
一
よ
り
小
な
る
正
藪
で
あ
る
と
前
提
し
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
］
■

　
　
　
（
ド
い
o
o
）
　
　
　
　
　
・
劇
く
O
娠

　
　
　
　
　
　
　
　
一
ー
斜

な
る
揚
合
に
は
、
》
〈
0
6
で
あ
り
、
從
つ
て
凡
て
の
λ
の
絶
封
値
が
一
よ
り
小
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
揚
合
に
は
、

　
　
　
　
　
産
業
連
團
の
理
論
に
關
す
る
一
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九
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正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇

髄
系
は
確
定
的
に
安
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
鋤
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
（
b
o
、
い
℃
）
　
　
　
　
　
・
く
〉
O
■
軌

　
　
　
　
　
　
　
　
一
ー
貸

な
る
揚
合
に
は
、
明
か
に
吾
〉
0
6
で
あ
り
、
從
つ
て
少
な
く
と
も
一
個
の
λ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
繕
鋤
値
が
一
よ
り
大
な
る
も
の
が
存

在
す
る
。
か
く
て
、
禮
系
は
確
定
的
に
不
安
定
で
あ
る
。
前
章
の
規
定
に
從
っ
て
、
　
一
　
旧
ト
を
條
・
乞
部
門
の
投
資
乗
藪
と
名
付
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
き
　
　
孕

る
な
ら
ぱ
、
吾
々
は
次
の
命
題
を
得
る
。

　
命
題
幻
「
凡
て
の
産
業
部
門
の
限
界
支
出
性
向
が
一
よ
り
小
な
る
揚
合
、
最
大
な
る
資
本
係
藪
と
最
大
な
る
投
資
乗
薮
と
の
積
が
σ
5
よ

　
　
　
（

り
も
小
で
あ
れ
ば
、
行
列
乗
数
と
行
列
加
速
度
の
結
合
髄
系
は
充
分
に
安
定
で
あ
る
。
」

　
最
小
な
る
投
賓
乗
敷
さ
え
も
一
よ
り
小
と
は
な
り
得
な
い
こ
と
を
省
る
な
ら
ば
、
（
P
＄
）
式
よ
り
次
の
命
題
の
成
立
も
直
ち
に
明
か

　
　
（
8
）

で
あ
ろ
う
。

　
命
題
昭
「
凡
て
の
産
業
部
門
の
限
界
支
出
性
向
が
一
よ
り
小
な
る
揚
合
、
総
資
本
係
数
の
最
小
値
が
0
5
よ
り
も
大
で
あ
れ
ば
・
行
列
乗

　
　
　
　

激
と
行
列
加
速
度
の
結
合
髄
系
は
確
定
的
に
不
安
定
で
あ
る
。
」

　
さ
て
、
興
味
あ
る
唱
つ
の
間
題
に
ふ
れ
よ
う
。
一
階
定
差
方
程
式
に
封
象
を
限
定
す
る
限
り
、
（
N
』
）
式
で
示
さ
れ
る
亘
覗
的
動
學
模

型
で
は
、
噌
〉
G
・
な
ら
ば
決
し
て
振
動
解
は
現
わ
れ
な
い
。
し
か
し
吾
汝
の
騰
系
は
、
同
じ
よ
う
に
一
階
定
差
方
程
式
の
髄
系
を
取
扱
っ
て

お
り
、
し
か
も
く
く
殉
（
但
し
．
8
は
最
大
な
る
減
漏
係
数
を
示
す
）
で
あ
つ
て
も
、
事
情
に
よ
つ
て
は
振
動
解
を
持
ち
得
る
の
で
あ
る
。
一
般

に
、
行
列
F
は
鋤
構
行
列
9
㍉
逢
）
で
は
な
い
か
ら
、
代
数
學
の
周
知
の
定
理
に
從
つ
て
、
凡
て
の
根
が
實
根
で
あ
る
と
い
う
保
讃
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

存
在
し
な
い
。
こ
の
こ
と
だ
け
か
ら
し
て
も
、
多
部
門
模
型
（
但
し
三
部
門
以
上
）
が
振
動
解
を
持
つ
可
能
性
は
強
い
で
あ
ろ
う
。
し
か

ノ



し
．
た
と
え
虚
籔
部
を
も
つ
根
が
存
在
し
な
く
て
も
、
定
差
方
程
式
髄
系
で
は
、
負
根
の
存
在
が
振
動
解
を
示
す
こ
と
と
な
る
。
今
、
吾

々
の
経
濟
髄
系
が
安
定
で
あ
る
と
假
定
し
よ
う
。
豫
備
定
理
①
に
よ
つ
て
、
行
列
F
は
他
の
凡
て
の
根
の
絶
封
値
よ
り
も
小
な
ら
ざ
る
正

根
象
彗
で
あ
ろ
う
．
假
定
に
よ
り
3
倉
入
。
で
あ
る
か
ら
、
第
四
圃
よ
り
明
白
な
よ
た
、
。
V
ン
廊
ヤ
、
V
I
・
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹
1
一

且
っ
福
の
絶
鋤
値
は
他
の
凡
て
の
ρ
よ
り
決
定
さ
れ
る
λ
の
絶
封
値
よ
り
も
小
で
は
な
い
。
師
ち
、
髄
系
が
安
定
な
ら
ぱ
、
絶
鋤
値
が
他

の
根
よ
り
も
小
な
ら
ざ
る
負
根
が
存
在
す
る
こ
と
と
な
り
、
髄
系
は
必
ず
振
動
的
経
路
を
示
す
に
至
る
。
か
く
し
て
吾
凌
は
、
次
の
命
題

　
　
ハ
リ
レ

を
得
る
。

　
　
　
ラ

　
命
題
お
「
若
も
行
列
乗
藪
と
行
列
加
速
度
の
結
合
騰
系
が
動
學
的
に
安
定
な
ら
ば
、
各
産
業
部
門
の
産
出
量
の
時
間
経
路
は
必
ず
振
動

的
で
あ
る
。
」

　
一
般
的
に
は
、
第
四
囲
よ
り
容
易
に
観
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
ρ
が
一
よ
り
小
な
ら
ば
、
入
の
中
に
は
必
ず
負
の
も
の
が
存
在
す
る
こ
と

と
な
る
。
か
く
し
て
次
の
命
題
を
得
る
。

　
命
題
脳
「
若
し
行
列
乗
激
と
行
列
加
速
度
の
結
合
よ
り
得
ら
れ
る
行
列
の
各
列
和
が
一
よ
り
小
で
あ
る
な
ら
ば
、
各
産
業
部
門
の
産
出

　
　
　
　

量
の
時
間
経
路
は
必
ず
振
動
的
で
あ
る
。
」

　
（
1
）
若
し
、
，
ド
マ
ー
が
假
定
し
て
い
る
よ
う
に
、
投
資
函
藪
及
び
貯
蓄
函
藪
を
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀

　
　
（
一
）
．
．
．
．
．
：
．
．
さ
）
日
罰
図
（
馬
）

　
　
（
N
）
…
…
…
恥
（
翰
）
”
㊤
。
慰
（
』
）

　
　
で
示
す
な
ら
ば
、
、
（
～
）
”
G
o
（
こ
よ
り
r
に
闘
す
る
一
般
解
を
求
め
る
と

　
　
　
　
　
産
業
連
關
の
烈
論
に
關
す
る
一
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一



　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
経
濟
學
研
究
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二

（
ω
）
…
…
…
｝
＼
（
馬
）
“
駁
（
。
）
翫
へ

　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀

と
な
る
．
こ
こ
叢
暴
・
謬
謬
る
箆
覆
輩
、
－
は
自
然
叢
の
辱
あ
る
．
こ
慧
‘
に
つ
い
て
微
分
竃
と
、
剰
駅
（
偶
）
賎
（
鳥
）

H
卜
屯
ε
司
．
畜
あ
る
か
ら
、

　
　
ご（
ウ
：
…
…
憎
（
偽
）
”
』
ど

　
　
　
　
　
　
思
（
、
）
　
e

　
と
な
リ
、
吾
々
が
定
差
方
程
式
髄
系
に
關
し
て
得
た
の
と
全
く
類
似
の
結
果
に
到
蓬
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
　
所
で
ヒ
ッ
ク
ス
は
、
ハ
・
ッ
ド
の
論
評
に
お
い
て
、
定
差
髄
系
（
N
ふ
）
式
よ
り
遵
H
　
　
　
（
但
し
、
ヒ
ッ
ク
ス
の
記
號
で
は
”
は
c
で
あ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ド
め

　
を
導
出
し
、
「
若
し
s
が
”
と
比
較
し
て
小
さ
け
れ
ば
、
こ
れ
（
9
）
は
、
近
似
的
に
は
，
下
に
等
し
い
。
」
と
い
う
容
認
し
難
い
結
論
を
導
い
て
い

　
る
が
、
こ
れ
は
完
全
な
誤
り
で
あ
る
o

］
夷
■
匹
。
葺
．
．
罫
国
養
巳
、
。
・
u
｝
匿
邑
。
尋
①
。
受
、
、
冒
開
＆
§
⑳
き
聰
経
§
・
・
響
駐
§
蜘
塞
画
這
こ
薫
§
」
。
墨
マ
N
肋
轟
・

（
2
）
　
例
え
ば
、
　
一
八
七
九
年
1
一
九
二
五
年
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
襯
“
ω
■
葦
嗜
ー
9
N
ひ
轟
，

　
（
但
し
、
軍
位
は
、
　
一
九
二
九
年
を
不
壁
債
格
と
せ
る
十
億
ド
ル
）
、
　
一
九
＝
二
年
－
一
九
三
五
年
の
日
本
経
濟
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
蹴
H
避
鼻
O
図
ー
］
袖
N
｝

　
（
但
し
、
輩
位
は
、
　
一
九
二
八
年
1
『
九
三
二
年
を
不
愛
便
格
と
せ
る
十
億
圓
）
が
導
出
さ
れ
て
い
る
。

　
薫
」
8
一
ぎ
O
♪
．
．
自
一
〇
〇
艶
℃
ヨ
ニ
ー
○
暮
℃
旨
男
跨
δ
凶
β
U
旨
曾
巨
O
麟
8
昌
O
目
凶
8
’
、
博
首
ミ
§
撃
R
ご
§
一
§
“
国
。
§
。
藍
。
q
馨
長
、
？
■
一
8
一
．
℃
・
一
い
ω

　
飢
東
政
吉
「
資
本
蓄
積
（
1
）
」
「
日
本
経
濟
の
分
析
」
所
牧
、
二
二
五
頁
。

　
　
年
次
の
ズ
レ
を
暫
ら
く
お
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
資
本
係
鍛
の
大
小
關
係
を
如
何
に
詮
明
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
れ
に
二
2
一
，



　
虫
三
〇
な
説
明
を
輿
え
て
も
、
統
計
デ
ー
タ
の
少
し
ば
か
り
の
加
工
に
よ
つ
て
、
大
小
關
係
は
簡
軍
に
逆
聴
す
る
。
國
富
推
計
に
關
係
し
た
者
な
ら

　
誰
で
も
知
つ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
、
像
程
大
謄
で
な
け
れ
ば
、
科
學
的
分
析
の
資
料
と
は
看
倣
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
Q

（
3
）
　
ハ
・
ッ
ド
の
模
型
q
Q
”
。
。
に
從
い
な
が
ら
、
農
業
部
門
と
非
農
業
部
門
の
分
割
を
行
お
う
と
す
る
試
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
大
川
一
司
「
贅
本
の
形
成
過
程
と
農
業
」
経
濟
研
究
第
四
巻
第
一
號
o

　
こ
れ
も
構
造
分
析
え
の
一
つ
の
接
近
方
法
な
の
だ
が
、
田
取
初
か
ら
歴
史
的
に
限
定
さ
れ
た
目
的
に
し
か
役
立
た
ず
、
し
か
も
、
G
・
砺
・
砺
の
相
互

　
關
係
に
よ
つ
て
紹
濟
憂
動
の
種
々
相
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
ハ
・
ッ
ド
の
意
圖
と
如
何
な
る
關
係
を
有
す
る
か
が
明
か
で
は
な
い
。
特
に
、
ハ
・
ッ

　
ド
の
模
型
に
囚
は
れ
て
い
る
限
り
、
資
本
の
構
成
と
い
う
問
題
に
は
、
何
等
積
極
的
な
展
開
を
期
待
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。

（
4
）
　
べ
ー
ム
の
輪
環
圖
や
ハ
イ
ェ
ク
の
梯
型
的
生
産
構
造
圖
式
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
資
本
學
設
に
固
有
な
生
産
構
造
や
資
本
構
造

　
の
理
論
を
、
現
代
の
所
得
分
析
的
手
法
に
如
何
に
し
て
結
び
つ
け
る
か
、
と
い
う
問
題
は
、
吾
々
の
大
き
な
理
論
的
關
心
で
あ
つ
た
。
吾
々
の
所
論

　
は
、
こ
の
問
題
に
封
す
る
一
つ
の
解
決
方
法
で
あ
る
。
し
か
も
、
直
線
進
行
的
な
べ
ー
ム
H
ハ
イ
エ
ク
の
生
産
構
造
に
封
し
て
、
吾
々
の
シ
ェ
ー
マ

　
は
よ
9
一
般
的
な
複
線
同
蹄
的
生
産
構
造
を
前
提
し
て
お
”
、
同
時
に
、
賓
本
構
造
の
問
題
を
全
面
的
に
採
リ
上
げ
て
い
る
。

（
5
）
　
こ
れ
は
、
「
フ
・
ベ
ニ
ウ
ス
の
定
理
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
芳
賀
牛
次
郎
「
國
際
貿
易
の
安
定
條
件
」
紹
濟
學
論
集
・
第
二
十
巻
第
三
號
O

（
6
）
　
豫
備
定
理
①
に
よ
リ
、
ろ
は
特
性
方
程
式
、
（
沁
）
鷲
『
的
渇
1
」
一
腿
O
（
但
し
』
y
O
）
の
根
で
あ
り
、
ろ
に
固
有
な
特
性
ベ
ク
ト
ル
袖
（
但
し
、

　
聴
（
一
）
”
｛
ぎ
遍
導
．
．
：
．
・
き
乙
）
は
非
負
の
エ
レ
メ
ン
ト
（
書
y
O
）
か
ら
成
つ
て
い
る
。
從
っ
て
、
縮
約
方
程
式
シ
ぎ
、
”
』
β
ご
を
展
開
し
、
邊
々

　
相
加
え
る
な
ら
ぱ
、

　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
さ

　
（
一
）
…
…
…
シ
》
R
こ
”
』
』
£
這
こ

　
　
　
　
　
　
　
粘
コ
一
　
　
　
繭
闘
一
鳳
”
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
を
得
る
。
今
、
側
…
日
p
冥
』
9
き
貸
…
彗
ぼ
』
£
」
と
し
、
且
っ
さ
）
厚
O
を
考
慮
す
れ
ば
、
明
か
に
次
式
が
成
立
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
精
町
一
　
　
　
　
　
　
　
倍
　
噺
o
岡

　
　
　
　
産
業
連
關
の
理
論
に
關
す
る
一
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耐
五
三



　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
紹
濟
學
研
究
　
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
四

　
（
N
）
；
：
…
・
薗
膨
シ
レ
藏

　
勿
論
、
凡
て
の
列
和
が
等
し
い
時
に
は
、
こ
の
不
等
號
は
浦
え
る
。

（
7
）
　
一
般
に
、
非
負
行
列
映
コ
』
（
幅
）
一
…
…
u
映
冨
）
の
積
行
列

　
　
　
　
　
　
⇔
ご
…
」
（
一
）
，
ム
（
“
o
〆
・
・
：
：
，
」
（
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
（
帖
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
（
軸
）

　
を
考
え
る
と
、
輿
酬
）
“
ヨ
p
図
始
自
ミ
｝
駁
帳
）
…
e
5
』
貸
ミ
と
す
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
　
　
噛
凹
H
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♂
　
噛
“
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
剴
m
巨
毘
》
ぴ
ミ
y
輿
N
）
・
創
（
一
4
…
…
斜
（
§
）
隠
ぴ
叶
巨
旨
』
ぴ
こ
仏
9
（
一
）
。
R
（
に
）
・
…
…
良
（
轟
）

　
　
　
　
　
　
　
　
尋
　
鳩
闘
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
趨
　
鳩
〇
一

　
で
あ
る
。
命
題
」
も
、
こ
の
定
理
を
利
用
す
れ
ば
直
ち
に
導
出
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
　
　
　
　
　
σ

（
8
）
　
以
上
の
諸
命
題
は
、
動
學
的
安
定
又
は
不
安
定
の
充
分
條
件
で
あ
つ
て
、
必
要
條
件
で
は
な
い
。
吾
々
の
経
濟
胆
系
が
安
定
で
あ
る
た
め
の
必

　
要
に
し
て
充
分
な
る
條
件
は
、
行
列
（
O
姻
問
ー
笥
）
の
首
座
小
行
列
式
が
凡
て
正
と
な
る
こ
と
、
帥
ち
、

ρ
㎝
ー
、
．
、
V
9
二
9
頓
曇
ρ
u
・
韮

V
ρ

が
成
立
す
る
こ
と
で
あ
る
（
但
し
、
　
一
勾
1
』
一
十
ρ

　
こ
の
命
題
は
、
「
メ
ツ
ラ
ー
の
定
理
」
を
用
い
る
こ
と
に
ょ
り

て
単
位
圓
の
中
に
あ
る
た
め
の
必
要
に
し
て
充
分
な
る
條
件
は
、

炉
窯
Φ
9
一
〇
『
な
．
＞
竃
巳
乎
男
o
讐
o
ロ
目
】
8
受
o
肉
冒
8
旨
o
p
ロ
島
円
β
α
o
、
、
、
問
。
ミ
s
§
恥
ミ
塗
’

　
所
で
吾
々
の
揚
A
口
に
・
も
、
F
は
非
負
’
有
列
で
あ
り

且
つ
充
分
な
る
條
件
で
あ
る
か
ら
、
α
5
を
牛
径
と
す
る
ガ
ウ
ス
挙
面
上
の
圓
内
に
F
の
特
性
根
が
凡
て
存
在
す
る
こ
と
が

9
、
田
翼
暴
「
ρ
ー

　
　
　
一
9
十
〇
）

　
　
　
　
　
、
簡
軍
に
誰
明
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
メ
ツ
ラ
ー
は
、
非
負
行
列
F
の
特
性
根
が
凡

　
　
　
　
　
　
　
行
列
（
肉
1
、
）
の
首
座
小
行
列
式
が
凡
て
正
と
な
る
こ
と
を
詮
明
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
む
仙
ρ
0
9
●
）
P
い
ω
P

　
　
、
且
つ
他
の
根
よ
ロ
も
絶
封
値
小
な
ら
ざ
る
正
根
は
、
0
5
よ
り
も
小
さ
い
こ
と
が
安
定
の
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
安
定
の
完
全
條
件
を
形



　
　
　
　
　
　
　
さ

　
成
す
る
（
も
し
、
α
よ
り
も
小
さ
い
根
が
あ
れ
ば
、
豫
備
定
理
の
に
ょ
つ
て
、
σ
5
よ
り
も
大
な
る
根
が
存
在
す
る
）
。
こ
れ
は
「
メ
ッ
ラ
ー
の
定
理
」

　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
に
よ
つ
て
、
（
O
ひ
肉
1
』
・
）
又
は
（
笥
ー
N
』
、
）
の
首
座
小
行
列
式
が
凡
て
正
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。

（
9
）
　
實
は
こ
の
命
題
の
成
立
が
、
吾
々
の
分
析
の
封
象
を
、
鳥
』
一
）
式
の
如
き
一
階
定
差
灘
系
か
ら
、
例
え
ば
次
章
（
9
お
）
式
で
示
さ
れ
る
如
き

　
二
階
定
差
髄
系
に
移
行
さ
せ
る
理
由
な
の
で
あ
る
。
通
常
、
　
一
般
的
牧
縮
の
過
程
は
、
艦
系
が
動
學
的
に
安
定
な
る
揚
合
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ

　
う
な
揚
合
に
、
髄
系
が
欝
學
的
水
準
を
中
心
に
、
毎
期
、
正
・
負
の
振
動
を
示
す
と
考
え
る
の
は
、
明
か
に
現
實
的
で
は
な
い
。
ヒ
ツ
ク
ス
が
分
析

　
し
て
い
る
よ
う
に
、
下
降
過
程
は
静
學
的
水
準
え
の
盟
・
調
な
牧
敏
過
程
と
看
倣
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

田

愛
動
過
程
の
部
門
分
析

　
　
　
ω
　
経
濟
威
長
の
構
造
模
型

　
さ
て
吾
々
は
こ
れ
ま
で
、
行
列
乗
激
と
行
列
加
速
度
の
結
合
鐙
系
の
安
定
條
件
に
つ
い
て
吟
味
し
て
き
た
。
今
、
こ
の
結
合
髄
系
が
不

安
定
で
あ
る
と
假
定
し
よ
う
。
即
ち
、
（
b
。
●
8
）
式
で
示
さ
れ
る
特
性
方
程
式

　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
ン
）
旧
ヲ
（
肉
1
』
Y
（
磐
↓
）
皇
”
。

で
決
定
さ
れ
る
λ
の
中
に
、
絶
鋤
値
が
一
よ
り
大
な
る
根
渇
が
存
在
す
る
も
の
と
假
定
す
る
。
又
、
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
、
（
N
る
o
。
）
式
で

示
さ
れ
る
ρ
に
關
す
る
特
性
方
程
式

　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
℃
）
…
一
肉
も
ー
（
肉
ー
臥
）
1
6
一
…
一
肉
も
i
、
一
”
O

の
中
に
、
0
5
よ
り
も
大
な
る
根
仰
が
存
在
す
る
も
の
と
假
定
す
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
経
濟
騰
系
は
何
時
ま
で
嚢
散
的
時
間
経
路
を
維

　
　
　
　
　
産
業
連
關
の
理
論
κ
關
す
る
一
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
五



　
　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
経
濟
學
研
究
　
工

持
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
先
ず
、
（
ρ
醇
）
の
式
の
完
全
解
を
求
め
て
み
よ
う
。
簡
軍
の
た
め
に
、
祭
“
）
…
剛
…
噌
と
す
れ
ば
、

か
れ
る
。

哨
五
六

こ
れ
は
形
式
的
に
次
の
よ
う
に
書

三
讐
諜
藩
ミ
皿
建
諜
．
』
』
蓬

鼓
に
、
現
は
特
性
方
程
式
（
卜
。
’
舘
）
式
で
決
定
さ
れ
る
根
で
あ
り
、
重
根
が
存
在
し
な
い
も
の
と
假
定
さ
れ
て
い
る
。
碗
は
初
期
傑
件
で

決
定
さ
れ
る
任
意
常
敷
、
妬
は
冴
を
特
性
方
程
式
に
代
入
し
た
揚
合
の
第
．
ン
行
第
6
列
エ
レ
メ
ン
ト
の
飴
因
敷
を
示
し
、
右
邊
第
二
項
は

行
列
乗
敷
の
静
學
的
水
準
を
示
し
て
い
る
。

　
今
、
條
件
を
更
に
強
め
て
、
N
を
絶
鋤
値
最
大
な
る
正
根
と
し
よ
う
。
ρ
に
つ
い
て
言
え
ば
、
渇
を
規
定
す
る
角
は
一
よ
り
大
で
あ

る
。
こ
の
揚
合
に
は
、
時
間
の
経
過
と
共
に
、
塙
が
全
経
濟
髄
系
の
運
動
を
支
配
す
る
に
至
る
。
更
に
、
簡
軍
化
の
た
め
、
髄
系
を
完
全

蓮
結
の
も
の
と
考
え
る
。
即
ち
、
画
V
O
で
あ
る
。
か
く
て
、
各
産
業
部
門
の
長
期
均
衡
成
長
率
は
、
時
間
を
充
分
大
に
と
れ
ば
、

　
　
　
（
憲
）
　
品
き
軌
（
馬
）
」
軌
一
。
一
（
ン
一
．
当
一
飾
5
一
）
旦
－
卜
　
爺
茜
…
芭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
零
（
“
）
　
　
　
　
黛
一
s
ン
㌔
　
　
　
　
　
ン
一

或
い
は
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
一

　
　
　
（
い
．
ω
）
　
　
ミ
“
一
1
1
u
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
酬
皿
一
｝
N
一
；
・
…
も
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
一
　
b
一



に
よ
つ
て
示
す
こ
と
が
出
來
る
。
前
章
の
豫
備
定
理
ω
に
よ
つ
て
、
、
〉
○
な
ら
ば
、

　
　
　
（
い
」
）
　
　
言
V
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
で
一
・
N
・
．
…
・
．
も
び
）

で
あ
る
か
ら
、
初
期
條
件
で
決
定
さ
れ
る
任
意
常
敷
が
o
で
な
け
れ
ぱ
、
凡
て
の
産
業
部
門
は
同
一
の
護
展
率
で
同
一
の
方
向
に
成
長
し

て
ゆ
く
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
興
味
の
あ
る
一
つ
の
問
題
に
ふ
れ
よ
う
。
前
提
に
よ
り
、
短
は
絶
封
値
最
大
な
る
正
根
で
あ
る
か
ら
、
（
ド
鴇
）
式
の

關
係
を
（
ω
も
）
式
に
適
用
す
る
。
帥
ち
、
一
－
圃
田
曾
一
－
黛
…
恥
と
置
い
て
（
ド
名
）
式
の
各
々
の
逆
歎
を
と
れ
ば
、
朋
か
に
不
等
號
は

逆
に
な
り
次
式
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
輸
　
　
　
　
一
　
　
恥

　
　
　
（
ω
』
）
　
　
　
弓
肱
喚
“
ー
肱
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
曾
　
　
　
ヤ
　
　
く

こ
の
不
等
式
に
よ
り
、
長
期
均
衡
成
長
率
9
は
、
一
方
で
は
喰
W
順
で
あ
り
、
他
方
で
は
矯
肱
ト
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
か
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

て
吾
汝
は
、
次
の
命
題
を
齢
結
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
　
　
ン

　
命
題
鍛
　
「
凡
て
の
部
門
の
限
界
支
出
性
向
が
一
よ
り
小
な
る
経
濟
騰
系
に
お
い
て
、
h
が
絶
封
値
最
大
な
る
正
根
と
す
れ
ば
、
こ
の

　
　
　
　

罷
系
の
長
期
威
長
率
は
最
小
な
る
減
漏
係
藪
（
吾
）
と
最
大
な
る
資
本
係
数
（
7
）
の
比
率
よ
り
も
小
で
は
な
く
、
最
大
な
る
減
漏
係
数

（
8
）
と
最
小
な
る
資
本
係
轍
（
γ
）
の
比
率
よ
り
も
大
で
は
な
い
。
」

　
明
か
な
よ
う
に
。
・
”
鋤
唄
ぐ
”
剰
の
時
に
は
不
等
號
は
消
滅
す
る
。
帥
ち
、
ミ
”
。
・
で
あ
る
。
か
く
し
て
次
の
命
題
を
得
る
。

　
命
題
紹
　
「
若
し
凡
て
の
産
業
部
門
の
限
界
支
出
性
向
が
等
し
く
且
つ
資
本
係
数
も
等
し
け
れ
ば
、
こ
の
饅
系
の
長
期
均
衡
成
長
率
は

減
漏
係
数
と
資
本
係
敷
の
比
率
に
等
し
い
。
」

　
　
　
　
　
産
業
蓮
關
の
理
論
に
闘
す
る
一
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
五
七
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紹
濟
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研
究
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舶
五
八

　
こ
．
の
最
后
の
命
題
よ
り
、
吾
汝
は
容
易
に
ハ
・
ッ
ド
流
の
亘
硯
的
模
型
に
お
け
る
周
知
の
公
式
Q
O
”
恥
と
の
形
式
的
同
類
性
を
類
推

す
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ろ
う
。
實
際
、
ハ
・
ッ
下
流
の
，
マ
ク
・
分
析
は
、
凡
て
の
産
業
部
門
の
限
界
支
出
性
向
が
等
し
く
、
且
つ
資
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

係
数
も
凡
て
等
し
い
揚
合
を
容
易
に
蓮
想
せ
し
め
る
如
き
分
析
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
凡
て
の
産
業
部
門
が
こ
の
長
期
均
成
衡
長
率
の
軌
道
を
進
む
な
ら
ば
、
吾
汝
は
、
規
則
的
に
襲
展
す
る
摘
張
再
生
産
の
圏
式
を

得
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
前
提
の
下
で
は
、
軍
に
各
産
業
部
門
の
産
出
量
の
み
な
ら
ず
、
各
産
業
部
門
間
の
取
引
量
及
び
資
本
蓄
積
量
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

共
に
同
一
の
成
長
率
で
嚢
展
す
る
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
現
實
は
、
定
常
と
考
え
ら
れ
て
い
る
最
終
財
需
要
が
不
断
に
攣
動
し
、
更
に
、
コ

ン
ス
タ
ン
，
｝
と
假
定
さ
れ
て
い
る
投
入
係
敏
や
資
本
係
轍
も
技
術
的
革
新
や
償
格
攣
動
に
よ
つ
て
愛
化
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
與
件

や
構
造
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
攣
動
は
、
比
較
静
墨
・
比
較
動
學
の
問
題
と
し
て
虚
理
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
限
り
で
は
、
吾
凌
の
模
型

分
析
の
意
義
を
奪
う
も
の
で
は
な
い
。

　
多
部
門
分
析
に
立
脚
せ
る
以
上
の
成
長
模
型
は
、
各
産
業
部
門
の
現
存
資
本
量
が
現
在
の
成
長
率
を
維
持
す
る
の
に
適
當
な
必
要
資
本

量
と
一
致
し
て
い
る
限
り
、
区
ぼ
ゆ
巳
葺
目
に
成
長
の
軌
道
を
維
持
し
績
け
る
。
從
つ
て
、
こ
の
成
長
率
を
妨
碍
す
る
他
律
的
要
因
が

現
わ
れ
な
い
間
は
、
各
産
業
部
門
の
一
般
的
擬
張
の
方
向
を
一
般
的
牧
縮
の
方
向
に
逆
轄
せ
し
め
る
理
由
は
存
在
し
な
い
と
言
は
ね
ば
な

ら
な
い
。
し
か
し
、
例
え
ば
ハ
・
ッ
ド
に
よ
つ
て
注
意
さ
れ
た
よ
う
に
、
人
口
・
資
源
・
技
術
水
準
の
如
き
與
件
が
許
容
し
得
る
自
然
的

成
長
率
が
各
産
業
部
門
の
現
實
の
成
長
率
よ
り
も
低
位
に
あ
る
な
ら
ば
、
何
時
か
は
そ
れ
ら
の
成
長
率
に
頭
打
ち
が
到
來
す
る
で
あ
ろ

う
。
　
一
般
に
ボ
ッ
ト
ル
・
ネ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
か
か
る
現
象
が
、
最
初
に
ど
の
産
業
部
門
に
現
わ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
吾
々
の
直
接

的
關
心
事
で
は
な
い
。
最
初
に
消
費
財
部
門
に
現
わ
れ
る
か
、
投
資
財
部
門
に
現
わ
れ
る
か
、
父
は
原
料
供
給
部
門
に
現
わ
れ
る
か
は
、



各
産
業
部
門
に
配
分
さ
れ
た
利
用
可
能
資
源
の
大
き
さ
と
そ
の
成
長
率
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
生
産
際
路
の
原
因
に
つ
い
て
も

一
般
的
命
題
を
樹
て
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
蓋
し
、
そ
れ
が
資
源
の
澗
渇
に
よ
る
か
、
勢
働
力
の
不
足
に
よ
る
か
、
又
は
輸
入
原
料
の

隆
路
に
よ
る
か
は
、
そ
の
時
汝
の
具
髄
的
事
情
が
こ
れ
を
決
定
す
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
で
吾
欧
に
と
つ
て
重
要
な

認
識
は
、
或
る
部
門
に
生
じ
た
生
産
際
路
が
、
そ
の
部
門
の
産
出
量
を
原
料
と
す
る
他
の
部
門
の
生
産
隣
路
を
誘
嚢
し
、
そ
れ
が
再
び
自

己
部
門
に
同
蹄
す
る
と
い
う
仕
方
で
い
わ
ば
循
環
的
に
そ
の
影
響
を
傳
播
し
合
い
な
が
ら
、
全
面
的
な
ボ
ッ
ト
ル
・
ネ
ッ
ク
を
招
來
す
る

で
あ
ろ
う
と
い
う
ζ
と
で
あ
る
。

　
　
　
ω
　
ボ
ッ
ト
ル
。
ネ
ッ
ク
と
景
氣
の
崩
潰

　
今
、
第
6
期
に
お
い
て
全
面
的
な
ボ
ッ
ト
ル
・
ネ
ッ
ク
が
到
來
し
た
と
考
え
よ
う
。
勿
論
、
か
か
る
時
黙
が
到
來
す
る
ま
で
に
は
、
部

分
的
生
産
陥
路
が
全
面
的
と
な
る
に
要
す
る
経
過
時
間
や
、
産
業
部
門
間
の
利
用
資
源
の
移
動
な
ど
の
事
情
が
考
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
全
面
的
生
産
隆
路
の
時
黙
が
到
旅
す
る
な
ら
ば
、
各
産
業
部
門
は
、
最
早
從
來
の
成
長
率
を
維
持
し
得
な
く
な

る
。
こ
の
關
係
を
記
號
的
に

　
　
　
（
鉾
ひ
）
　
　
健
（
‡
一
）
ー
璽
（
馬
）
…
＆
（
‡
一
）
■
o

で
示
す
こ
と
に
す
る
（
よ
り
正
確
に
は
、
各
産
業
部
門
に
配
分
さ
れ
た
勢
働
・
資
源
・
技
術
水
準
な
ど
の
許
容
し
得
る
自
然
的
成
長
率
の
中
で
最
も
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ロ

な
喝
も
の
を
9
と
す
れ
ば
、
＆
（
‡
一
）
”
遷
（
馬
）
十
。
で
あ
る
）
。
も
し
経
濟
の
現
實
が
か
か
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
“
第
か
期
に
實
現
さ
れ
た

生
産
水
準
を
今
後
も
そ
の
ま
ま
維
持
し
績
け
る
か
、
又
は
、
各
産
業
部
門
の
自
然
的
成
長
摩
の
中
の
最
小
な
る
も
の
に
規
整
さ
れ
な
が
ら

進
行
す
る
で
あ
ろ
う
。
吾
汝
は
、
少
く
と
も
一
階
定
差
の
吾
々
の
模
型
の
下
で
は
、
全
面
的
生
産
降
路
に
到
達
し
た
経
濟
髄
系
が
、
成
長

　
　
　
　
　
産
業
蓮
關
の
理
論
に
關
す
る
揖
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓋
葬
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経
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研
究
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
〇

の
方
向
を
逆
軸
し
て
一
般
的
牧
縮
の
方
向
に
向
き
を
攣
え
る
必
然
性
を
離
結
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
代
の
景
氣
攣
動
理
論
で
は
、
全
面
的
ボ
ッ
ト
ル
・
ネ
ッ
ク
に
績
く
下
方
韓
換
は
殆
ど
必
然
的
で
あ
る
と
結
論
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
吾
々
も
構
造
分
析
に
立
脚
し
な
が
ら
、
下
方
輻
換
の
一
つ
の
℃
『
羨
塗
o
な
分
析
を
與
え
よ
う
と
思
う
。

　
前
提
に
從
い
、
行
列
五
及
び
0
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
特
性
根
の
中
に
は
、
経
濟
鐙
系
を
全
面
的
に
鑛
張
せ
し
め
る
根
が
存
在
す
る
。

そ
し
て
こ
れ
は
、
行
列
乗
撒
及
び
行
列
加
速
度
が
不
攣
な
る
限
り
維
持
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
何
等
か
の
原
因
に
よ
つ
て

構
造
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
攣
動
が
生
起
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
前
提
は
崩
潰
す
る
。
凡
て
の
特
性
根
は
新
し
い
行
列
の
下
で
計
算
さ
れ
る
の
で

あ
つ
て
、
経
濟
縢
系
は
こ
れ
ま
で
と
は
違
つ
た
新
し
い
レ
ヂ
ー
ム
を
運
行
す
る
こ
と
と
な
る
。
も
し
こ
の
レ
ヂ
ー
ム
が
動
學
的
に
安
定
な

ら
ば
、
維
濟
髄
系
は
全
面
的
ボ
ッ
ト
ル
・
ネ
ッ
ク
の
緊
張
を
破
つ
て
、
　
一
般
的
牧
縮
の
過
程
に
方
向
韓
換
す
る
。

　
さ
て
、
（
い
』
）
式
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
な
全
面
的
生
産
際
路
が
實
現
し
た
と
し
よ
う
。
朋
か
に
か
か
る
歌
況
の
下
で
は
、
如
何
な
る
産

業
部
門
も
、
他
の
産
業
部
門
の
牧
縮
と
い
う
犠
牲
を
携
う
に
非
さ
れ
ば
、
そ
の
産
出
量
を
振
張
し
よ
う
に
も
鑛
張
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

然
る
に
、
各
産
業
部
門
に
は
、
構
造
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
が
不
攣
な
る
限
り
、
從
來
の
長
期
成
長
牽
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
漕
在
的
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
不
断
に
存
在
し
て
い
る
か
ら
、
例
え
ば
勢
賃
の
引
上
げ
と
い
う
形
で
、
他
の
産
業
部
門
か
ら
生
産
諸
要
素
を
吸
牧
し
、
自
己
部
門
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

生
産
量
を
鑛
張
し
よ
う
と
努
力
す
る
で
あ
ろ
う
。
ハ
イ
エ
ク
に
よ
れ
ば
、
好
景
氣
過
程
に
お
け
る
か
か
る
生
産
要
素
の
移
動
は
、
所
謂
迂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

同
生
産
過
程
の
延
長
と
い
う
形
で
消
費
財
産
業
部
門
か
ら
投
資
財
産
業
部
門
に
謝
し
て
生
ず
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
吾
々
の
揚
合
に

は
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
部
門
に
生
起
す
る
か
は
問
題
で
は
な
い
。
一
般
に
第
プ
部
門
が
か
か
る
犠
牲
産
業
で
あ
る
も
の
と
假
定
す
る
。

如
何
な
る
事
態
が
推
移
す
る
か
。



　
今
、
第
6
期
に
か
か
る
事
態
が
生
ず
る
な
ら
ば
、
第
．
ン
部
門
は
第
善
期
以
後
に
は
最
早
從
來
の
生
産
水
準
を
さ
え
も
維
持
し
得
な
く
な

る
で
あ
ろ
う
。
從
つ
て
、

　
　
　
（
い
気
）
　
　
」
讐
（
蝋
十
一
）
…
讐
（
“
十
一
）
ー
ミ
（
馬
）
〈
O

が
成
立
す
る
。
所
で
、
加
速
度
原
理
が
依
然
と
し
て
作
用
し
績
け
る
な
ら
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
（
9
0
。
）
　
　
し
き
（
帖
十
一
）
憎
き
（
臥
十
一
）
ー
き
（
肺
）
”
吐
。
こ
」
さ
（
“
十
一
）
…
＄
」
讐
（
鰍
＋
一
）
〈
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ロ
け

と
な
り
、
負
の
資
本
蓄
積
が
計
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
若
し
資
本
蓄
積
量
が
正
の
方
向
と
全
く
罫
構
的
に
負
の
方
向
に
も
攣
動
し
得
る

な
ら
ば
、
事
態
は
至
極
簡
軍
で
あ
ろ
う
。
帥
ち
、
第
ブ
部
門
の
現
存
資
本
量
は
、
、
必
要
資
本
量
の
水
準
を
維
持
し
な
が
ら
次
第
に
減
少
し

て
ゆ
く
。
こ
れ
は
在
庫
品
の
揚
合
に
は
安
當
す
る
。
し
か
し
多
く
く
固
定
資
本
設
備
に
つ
い
て
は
眞
實
で
は
な
い
。
例
え
ば
改
良
さ
れ
た

土
壌
の
よ
う
に
、
一
旦
建
設
さ
れ
る
な
ら
ば
殆
ん
ど
無
硯
し
得
る
程
度
に
お
い
て
し
か
そ
の
償
値
を
減
じ
得
な
い
も
の
も
あ
る
。
一
般
に

建
物
資
本
と
呼
ば
れ
る
資
本
設
備
は
、
多
か
れ
少
か
れ
こ
の
種
の
タ
イ
プ
に
属
し
て
い
る
。
更
に
、
機
械
資
本
と
呼
ば
れ
る
そ
の
他
の
多

く
の
資
本
設
備
は
、
精
々
の
所
、
使
用
に
基
付
く
減
債
償
却
に
封
慮
し
た
限
度
で
あ
る
債
値
を
減
℃
て
ゆ
く
に
過
ぎ
な
い
。

　
か
く
し
て
、
第
．
乞
部
門
が
第
プ
部
門
の
固
定
資
本
財
供
給
部
門
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
般
に

　
　
　
（
ω
・
℃
）
　
　
o
亀
V
O
　
団
o
巳
　
」
讐
（
馬
）
W
O

　
　
r
（
伊
一
〇
）
　
　
。
こ
”
O
　
蛎
o
跨
　
」
讐
（
“
）
〈
O

を
前
提
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
ヤ
。
部
ち
、
固
定
資
本
に
關
す
る
加
速
度
原
理
は
、
毛
ッ
ク
ス
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
上
昇
過
程
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
と

は
作
朝
す
る
け
れ
ど
も
、
一
度
び
下
降
過
程
に
轄
ず
る
な
ら
ば
そ
の
機
能
を
停
止
す
る
。

　
　
　
　
　
産
業
蓮
關
報
論
に
關
す
る
訴
究
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
一



　
　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
　
紹
濟
學
研
究
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
二

　
吾
々
は
第
一
章
に
お
い
て
、
流
量
と
考
え
ら
れ
て
い
る
投
入
係
激
吻
の
中
に
は
、
そ
の
慣
値
を
凡
て
産
出
量
の
中
に
移
輔
す
る
減
債
償

却
部
分
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
實
際
、
減
便
償
却
部
分
の
補
填
投
資
は
R
§
鴨
－
『
3
8
で
あ
る
よ
り
一
。
＜
〇
一
，
ぎ
含
8

で
あ
る
と
み
る
の
が
現
實
的
で
あ
る
。
從
つ
て
、
第
6
部
門
が
第
ブ
部
門
の
資
本
財
供
給
部
門
で
あ
る
な
ら
ば
、
讐
（
賎
）
”
3
ミ
る
）
は
、

第
己
期
　
第
6
部
門
が
第
ブ
部
門
の
資
本
設
備
の
減
耗
部
分
に
封
し
て
行
う
資
本
供
給
量
を
示
す
こ
と
と
な
る
。
所
で
、

　
　
　
（
9
一
一
）
　
　
9
こ
讐
（
燃
）
十
ε
」
讐
（
馬
）
〉
o

と
す
れ
ば
、
必
要
な
減
債
償
却
量
が
資
本
係
数
で
計
算
さ
れ
た
負
の
投
資
量
よ
り
も
多
い
こ
と
と
な
り
、
減
慣
償
却
部
分
の
補
填
投
資
を

凡
て
中
止
し
て
し
ま
え
ぱ
、
第
プ
部
門
の
資
本
存
在
量
は
必
要
量
よ
り
も
不
足
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
封
し
て
も
し
、

　
　
　
（
い
．
§
）
　
　
§
㌦
ミ
（
“
）
十
3
」
讐
（
戟
）
〈
O

な
る
揚
合
、
た
と
え
減
債
償
却
部
分
の
再
投
資
を
中
断
し
て
も
、
樹
必
要
な
負
の
投
資
が
存
在
す
る
こ
と
と
な
る
。
同
様
の
類
推
に
よ
つ
て
、

　
　
　
（
ω
・
器
）
　
　
9
ζ
讐
（
馬
）
＋
ε
」
讐
（
～
）
睡
O

の
揚
合
に
は
、
減
債
償
却
部
分
の
再
投
資
の
中
止
が
正
に
必
要
と
さ
れ
る
負
の
投
資
と
一
致
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
の
中
、
吾
々
に
と
つ
て
重
要
な
の
は
第
二
及
び
第
三
の
揚
合
で
あ
る
。
即
ち
、
第
グ
部
門
の
産
出
量
が
負
の
焚
展
牽

を
も
つ
揚
合
、
も
し
も
（
い
」
一
）
式
及
び
（
9
鵠
）
式
で
示
さ
れ
る
事
態
が
襲
生
す
る
な
ら
ば
、
減
債
償
却
部
分
の
再
投
資
の
中
止
、
從

つ
て
吻
は
O
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
記
號
を
次
の
よ
う
に
定
め
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
H
協
　
o
こ
↓
ρ
　
け
げ
Φ
昌
　
q
ー
ー
Ψ
燈
蔚



　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
S
－
ρ
　
島
①
コ
　
匡
ー
↓
卜
管

帥
ち
、
行
列
0
の
中
の
任
意
の
正
の
エ
レ
メ
ン
ト
砺
を
0
に
攣
換
し
た
揚
合
の
行
列
を
伊
で
示
し
、
行
列
五
の
中
の
任
意
の
正
の
エ
レ
メ

ン
ト
吻
を
0
に
攣
換
し
た
揚
合
の
行
列
を
が
で
示
す
こ
と
と
す
る
。
勿
論
こ
れ
は
、
複
敷
個
の
エ
レ
メ
ン
ト
を
同
時
に
愛
換
し
た
揚
合
を

含
ん
で
い
る
。
一
般
的
に
は
q
W
q
き
匡
膨
匡
曇
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
れ
だ
け
の
準
備
の
下
に
本
題
に
入
る
。
今
、
第
6
期
に
お
い
て
第
ブ
部
門
の
産
出
量
が
一
期
前
の
そ
れ
よ
り
ぢ
減
少
し
、
」

が
澄
に
、
0
が
ひ
に
攣
換
さ
れ
た
と
し
よ
う
。
こ
b
揚
合
の
構
造
方
程
式
は
明
か
に

　
　
　
（
い
・
軍
）
　
　
璽
（
貼
）
H
匡
管
健
（
肺
）
十
Q
艇
」
喫
（
“
）
十
鞭

に
よ
つ
て
示
さ
れ
る
。
吾
々
は
、
（
ω
旨
）
式
で
示
し
た
の
と
全
く
同
様
の
手
績
き
に
よ
つ
て
、
こ
の
方
程
式
の
一
般
解
を
求
め
る
こ
と
が

出
來
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
前
章
に
お
け
る
特
性
方
程
式
と
旺
別
す
る
た
め
に
、
（
鈎
鴇
）
式
の
特
性
方
程
式
を

　
　
　
（
Q
レ
U
）
　
　
＼
（
ン
管
）
田
｝
ン
曇
（
肉
－
匡
畳
）
1
（
ン
曇
ー
一
）
O
晶
一
”
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
管

　
　
　
（
曾
ま
）
　
、
（
、
暑
）
棚
「
　
　
　
趨
ー
（
鞠
－
匡
曇
）
1
δ
、
曇
一
…
一
鳶
℃
暑
ー
肉
曇
一
u
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
管
－
一

で
示
す
な
ら
ば
、
戸
漫
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
潜
及
び
｛
に
關
す
る
π
次
の
方
程
式
で
あ
る
。

　
若
し
、
こ
の
特
性
方
程
式
で
決
定
せ
ら
れ
る
潜
の
中
に
依
然
と
し
て
｝
よ
り
大
な
る
根
》
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
膿
系
は
牧
縮
の
過
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　

に
向
う
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
λ
と
属
は
異
り
得
る
し
、
從
つ
て
髄
系
の
成
長
牽
も
異
り
得
る
。
し
か
し
、
全
面
的
ボ
ッ
ト
ル
・

ネ
ッ
ク
が
上
昇
根
界
線
を
劃
し
て
い
る
限
り
、
そ
れ
に
績
く
諸
馨
結
は
吾
々
が
以
上
に
分
析
し
て
き
た
事
態
を
繰
返
す
だ
け
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
封
し
て
、
攣
換
さ
れ
た
行
列
の
下
で
規
整
さ
れ
る
髄
系
が
動
學
的
に
安
定
な
ら
ば
、
如
何
な
る
事
態
が
推
移
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
産
業
蓮
…
關
の
理
論
に
關
皿
す
る
一
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
六
三



　
　
　
　
　
一
橋
大
學
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年
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組
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學
研
究
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
か
に
凡
て
の
特
性
根
潜
の
絶
封
値
は
一
よ
り
小
で
あ
る
か
ら
、
他
の
事
情
に
し
て
不
攣
な
る
限
り
、
艘
系
は
下
方
に
韓
換
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
勿
論
、
在
庫
品
の
如
き
流
動
資
本
の
揚
合
に
は
、
た
と
え
産
出
量
水
準
が
下
落
し
て
も
、
負
の
方
向
に
加
速
度
原
理
が
作
用

す
る
籐
地
は
淺
さ
れ
て
い
る
。
從
つ
て
、
即
時
的
に
行
列
加
速
度
の
凡
て
の
エ
レ
メ
ン
ト
が
o
に
攣
換
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
若
干
の
固
定
資
本
設
備
に
つ
い
て
は
、
明
か
に
減
耗
部
分
の
補
填
投
資
の
積
立
て
を
超
え
る
遊
休
設
備
の
累
積
は
殆
ん
ど
必
然

的
で
あ
り
、
所
謂
一
色
Φ
9
蜜
9
蔓
は
自
己
累
積
的
に
膨
脹
し
て
ゆ
く
。

　
か
く
し
て
吾
々
は
、
何
故
に
全
面
的
ボ
ッ
ト
ル
・
ネ
ッ
ク
の
緊
張
が
崩
潰
し
て
一
般
的
牧
縮
過
程
に
韓
換
す
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い

て
、
一
つ
の
可
能
的
分
析
を
與
え
た
。
逆
読
的
で
は
あ
る
が
、
上
昇
限
界
線
を
破
つ
て
そ
の
産
出
量
を
接
張
せ
し
め
よ
う
と
す
る
各
産
業

部
門
の
努
力
が
、
経
濟
騰
系
を
牧
縮
の
過
程
に
導
く
の
で
あ
る
。
若
し
、
典
件
が
許
容
し
得
る
限
り
の
自
然
的
成
長
牽
に
各
産
業
部
門
が

満
足
し
て
い
る
な
ら
ば
、
吾
々
の
模
型
の
下
で
は
、
上
昇
限
界
線
よ
り
下
方
韓
換
に
至
る
必
然
的
理
由
は
存
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

蓋
し
、
そ
の
時
に
は
、
現
存
資
本
量
と
必
要
資
本
量
は
常
に
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ま
で
の
長
期
成
長
牽
を
改
訂
せ
し
め
る

よ
う
な
構
造
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
攣
動
は
生
じ
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
所
で
、
振
張
の
レ
ヂ
ー
ム
か
ら
牧
縮
の
レ
ヂ
ー
ム
に
攣
換
さ
れ
た
経
濟
髄
系
は
、
命
題
お
に
よ
つ
て
、
必
ず
振
動
的
で
あ
る
こ
と
に
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

意
し
よ
う
。
前
提
に
よ
つ
て
、
」
零
（
燃
）
W
。
な
る
揚
合
に
は
常
に
ε
〉
o
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
下
降
過
程
の
途
次
に
お
い
て
、
或
い
は
再

び
ぴ
が
0
に
、
潴
が
且
に
攣
換
さ
れ
る
可
能
性
が
存
在
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
蓋
し
、
髄
系
は
必
ず
振
動
的
な
の
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え

牧
縮
の
過
程
に
お
い
て
も
、
或
る
時
期
よ
り
も
高
い
産
出
量
水
準
の
實
現
が
吹
期
に
お
い
て
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
可

能
性
は
、
他
の
凡
て
の
特
性
根
の
絶
勤
値
よ
り
も
小
な
ら
ざ
る
負
根
の
存
在
に
よ
つ
て
強
め
ら
れ
る
。



　
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
事
態
は
生
起
し
そ
う
に
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
下
方
輔
換
の
動
因
は
、
遊
休
資
本
設
備
の
出
現
に
よ
る
資
本

係
籔
の
消
滅
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
牧
縮
過
程
の
途
次
に
お
い
て
」
慌
牒
）
〉
o
が
實
現
し
て
も
、
若
し
過
剰
な
資
本
設
備
が

存
在
す
る
な
ら
ぱ
、
清
滅
し
た
エ
レ
メ
ン
ト
を
再
び
正
に
還
元
す
る
誘
因
が
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
吾

女
は
遊
休
資
本
設
備
の
大
き
さ
に
つ
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
⑥
　
遊
休
生
産
能
力
と
景
氣
の
同
復

　
吾
々
は
前
章
第
二
節
で
、
資
本
の
構
造
を
示
す
行
列
に
つ
い
て
關
論
し
た
。
今
、

　
　
　
（
9
嵩
）
　
　
き
㌦
（
臥
）
…
諮
、
（
賎
）
ー
恥
こ
さ
（
帖
）

と
書
け
ぱ
、
こ
れ
は
第
．
ノ
部
門
の
現
存
資
本
量
の
中
で
第
．
星
部
門
よ
り
購
入
し
た
部
分
が
必
要
量
を
超
過
し
て
い
る
部
分
を
示
し
て
い

る
。
從
つ
て
、
行
列

ー
叢
講
華
［
騰
㎝
㎝
一
婬
蕪
一
一
一
［
一
導
義
］

は
、
各
産
業
部
門
の
遊
休
資
本
量
を
エ
レ
メ
ン
ト
と
す
る
行
列
で
あ
る
。
も
し
凡
て
の
部
門
に
遊
休
設
備
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

列
は
明
か
に
零
行
列
で
あ
る
。

　
既
述
の
よ
う
に
、
固
定
資
本
設
備
に
つ
い
て
の
固
有
な
性
質
は
、
加
速
度
原
理
の
非
加
逆
性
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。
從
つ
て
、
そ
の

産
出
量
水
準
の
下
落
が
大
き
く
て
、
減
慣
償
却
部
分
の
補
填
投
資
の
中
止
に
ょ
っ
て
も
な
お
現
實
資
本
量
を
必
要
資
本
量
の
水
準
に
適
慮

　
　
　
　
　
産
鵡
召
迎
闘
開
の
即
論
㎜
に
閣
…
す
る
一
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
六
五



　
　
　
　
　
一
橋
大
學
研
究
年
報
経
濟
學
研
究
－
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
一
六
六

せ
し
め
得
な
け
れ
ば
、
産
出
量
水
準
の
下
落
が
績
く
限
り
、
累
積
的
に
遊
休
生
産
能
力
を
坦
日
加
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
然
ら
ば
、
か
か
る
下

降
過
程
は
何
時
ま
で
纏
績
す
る
の
で
あ
る
か
。

　
明
白
な
よ
う
に
、
各
産
様
部
門
の
産
出
量
が
正
値
で
あ
る
限
り
、
資
本
設
備
の
減
耗
は
不
可
避
的
で
あ
る
。
從
つ
て
、
下
降
過
程
に
お

い
て
減
耗
部
分
の
補
填
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
各
産
業
部
門
の
資
本
存
在
量
は
各
時
黙
の
産
出
量
水
準
に
慮
じ
て
次
第
に
減
少
す
る
で
あ

ろ
う
。
そ
こ
で
、
第
～
部
門
を
資
本
財
供
給
部
門
と
し
、
第
プ
部
門
に
勤
す
る
減
耗
部
分
の
補
填
に
相
當
す
る
係
数
を
吻
で
示
す
な
ら

ば
、
第
‘
期
に
下
方
韓
換
を
示
し
加
速
度
原
理
の
作
用
を
休
止
し
た
第
ブ
部
門
の
ヨ
期
後
に
お
け
ξ
資
本
存
在
量
は
、
遊
休
生
僅
能
力
が

存
在
す
る
限
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
（
ω
，
這
）
　
ε
（
馬
＋
艶
）
時
鳶
る
）
ー
レ
、
§
璽
る
＋
↓
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ロ
け

に
ょ
っ
て
示
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
過
程
ば
永
久
的
に
は
存
績
し
得
な
い
。
蓋
し
、
各
産
業
部
門
の
産
出
量
の
動
學
的
部
分
が

o
の
水
準
に
近
接
す
る
こ
と
は
あ
つ
て
も
、
決
し
て
静
學
的
水
準
を
割
つ
て
負
の
水
準
を
示
す
こ
と
は
な
い
と
い
う
朋
白
な
理
由
の
た
め

に
、
資
本
設
備
の
減
耗
部
分
の
累
積
は
、
や
が
て
遊
休
生
産
能
力
を
浩
滅
さ
せ
る
に
至
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
こ
の
時
黙
に
到
達
す

る
と
、
今
ま
で
休
止
し
て
い
た
減
耗
補
填
の
た
め
の
再
投
賓
は
復
活
し
、
加
速
度
原
理
は
蘇
生
す
る
。
即
ち
制
こ
↓
o
と
共
に
、
o
↓
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

及
び
o
↓
＆
が
自
動
的
に
現
わ
れ
て
來
る
の
で
あ
る
。

　
さ
で
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
た
と
え
上
昇
過
程
に
お
け
る
資
本
蓄
積
の
速
度
が
各
産
業
部
門
に
お
い
て
均
齋
で
あ
つ
て
も
、
下

降
過
程
で
は
か
か
ぐ
保
謹
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
景
氣
韓
換
黙
に
お
い
て
各
産
業
部
門
に
現
存
す
る
資
本
設
備
の

大
き
さ
と
そ
の
構
成
及
び
減
便
償
却
の
程
度
に
依
存
し
て
決
定
さ
れ
る
。
從
つ
て
、
或
る
産
業
部
門
で
は
既
に
遊
休
設
備
が
存
在
し
て
い



な
い
に
も
拘
ら
ず
、
他
の
部
門
に
は
未
だ
遊
休
生
産
能
力
が
存
在
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
更
に
同
じ
産
業
部
門
内
に
お
い
て
も
、
或

る
資
本
財
項
目
に
關
し
て
は
既
に
加
速
度
原
理
の
作
用
が
始
つ
て
お
り
、
他
の
資
本
財
項
目
に
は
遊
休
生
産
能
力
が
依
然
と
し
て
持
績
し

て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
屡
々
互
硯
的
所
得
分
析
で
假
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
凡
て
の
産
業
部
門
に
つ
い
て
集

計
し
た
遊
休
生
産
能
力
の
概
念
や
李
均
的
に
考
え
ら
れ
た
減
債
償
却
率
の
概
念
は
、
上
述
の
構
造
的
異
質
性
に
基
づ
く
多
く
の
重
要
な
問

題
を
、
少
く
と
も
解
析
的
な
問
題
と
し
て
は
分
析
の
最
初
か
ら
無
縁
な
も
の
と
し
て
遮
断
す
る
に
等
し
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
般
的
牧
縮
の
過
程
に
お
い
て
、
経
濟
髄
系
を
再
び
上
昇
過
程
に
導
く
よ
う
な
構
造
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
攣
換
、
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
ば
ぴ
を
α
に
、
か
を
窟
に
す
る
、
眺
う
な
攣
換
が
自
動
的
に
生
ず
る
な
ら
ば
、
た
と
え
未
だ
遊
休
生
産
能
力
を
か
か
え
て
い
る
産
業
部
門

が
存
在
し
て
い
て
も
、
搬
張
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
再
び
保
持
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
遊
休
生
産
能
力
を
持
つ
産
業
部
門
が
、
他
の
産
業
部
門
に

お
け
る
投
資
活
動
の
復
活
に
よ
つ
て
生
産
振
張
の
繁
榮
を
共
に
享
受
し
得
る
と
い
う
事
實
ー
そ
し
て
こ
れ
は
景
氣
上
昇
の
初
期
段
階
で
は

普
遍
的
に
認
め
ら
れ
る
事
實
で
あ
る
ー
は
、
マ
ク
・
的
分
析
の
理
論
的
武
器
に
よ
つ
て
は
充
全
に
は
取
扱
う
こ
と
の
出
來
な
い
問
題
群
の

一
つ
で
あ
る
。
蓋
し
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
互
視
的
資
本
方
程
式
で
は
加
速
度
係
藪
は
唯
だ
一
個
の
み
に
限
ら
れ
て
お
り
、
遊
休
生

産
能
力
が
浩
墨
す
る
時
に
の
み
プ
ラ
ス
に
攣
換
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
し

　
か
く
し
て
、
一
旦
上
方
韓
換
を
経
験
し
た
経
濟
饅
系
は
、
部
分
的
に
貼
在
し
て
い
た
遊
休
生
産
能
力
を
も
順
次
に
解
清
さ
せ
る
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
。
そ
し
て
、
・
を
五
に
＊
を
0
に
憂
換
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
吾
々
が
先
に
分
析
し
た
均
齋
に
獲
展
す
る
一
般
的
鑛
張
の
段
階
に
再
び

　
　
　
　
　
　
憾
　
　
　
　
0

突
入
す
る
の
で
あ
る
。
同
じ
く
上
昇
過
程
と
言
つ
て
も
そ
の
各
局
面
に
お
い
て
加
速
度
係
歎
が
異
る
敷
値
を
と
る
と
い
う
非
線
型
性
の
問

題
は
、
吾
麦
の
構
造
構
型
で
は
、
言
わ
ば
内
部
的
必
然
性
に
ょ
つ
て
容
易
に
読
明
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
何
故
に
景
氣
の
上
昇
や
下
降

　
　
　
　
　
産
業
連
關
の
理
諭
に
“
闘
す
る
一
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
七



　
　
　
　
　
一
姫
構
大
學
研
究
年
報
　
　
紹
濟
學
研
究
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
八

が
加
速
度
的
で
あ
る
か
、
と
い
う
累
積
過
程
の
分
析
は
、
構
造
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
途
衣
的
黙
滅
の
現
象
を
媒
介
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
充

分
に
解
明
し
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
㈲
、
吾
々
が
分
析
の
手
段
と
し
て
探
用
し
た
非
線
型
問
題
の
解
析
方
法
に
つ
い
て
一
言
し
よ
う
。
経
濟
愛
動
の
各
局
面
を
そ
れ
ぞ
れ
異

れ
る
線
型
方
程
式
に
よ
つ
て
分
析
し
、
こ
れ
ら
の
方
程
式
を
甘
。
8
三
器
に
積
み
重
ね
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
り
一
つ
の
完
結
し
た
経
濟
攣
動

の
模
型
を
彫
琢
し
よ
う
と
す
る
方
法
は
、
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
に
よ
つ
て
尾
三
亭
嘗
霧
o
爵
8
昌
と
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
髄
系
を

一
つ
の
局
面
か
ら
他
の
局
面
え
切
換
え
る
の
に
必
要
な
構
造
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
攣
換
が
自
動
的
に
行
わ
れ
、
し
か
も
そ
の
攣
換
が
経
癬
的

必
然
性
の
理
由
に
よ
つ
て
正
當
に
詮
明
し
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
方
法
は
経
濟
分
析
の
有
数
な
武
器
と
し
て
の
債
値
を
護
揮
す
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

に
恩
わ
れ
る
。
非
線
型
問
題
に
鋤
す
る
亘
覗
的
分
析
の
最
近
の
嚢
達
や
、
産
業
交
流
の
動
學
分
析
に
鋤
す
る
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
“
ジ
．
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ジ
ュ
ス
ク
・
レ
ー
ゲ
ン
の
貢
獣
は
、
明
か
に
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
本
稿
は
、
景
氣
攣
動
理
論
の
全
面
的
分
析
を
目
的
と
す

る
の
で
は
な
い
か
ら
、
こ
の
問
題
へ
の
立
入
つ
た
研
究
は
他
の
機
會
に
譲
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
㈲
　
模
型
の
搬
張
ー
残
さ
れ
た
間
題

　
以
上
に
お
い
て
吾
々
は
、
構
造
分
析
に
立
脚
し
た
経
濟
攣
動
理
論
の
且
雲
匹
三
〇
な
輪
廓
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
。
勿
論
、
上
述
の
模
型
が

産
業
交
流
の
動
態
現
象
の
分
析
に
と
つ
て
適
切
で
あ
る
か
否
か
は
、
實
讃
的
研
究
に
よ
つ
て
検
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
實

詮
の
問
題
を
離
れ
て
も
、
理
論
的
に
樹
幾
つ
か
の
問
題
が
あ
る
。

　
第
一
に
、
吾
々
は
ケ
イ
ン
ズ
の
手
法
に
倣
つ
て
、
即
時
的
乗
数
の
前
提
の
下
に
分
析
を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
現
實
は
、
乗
敷
波
及
の

過
程
に
お
い
て
さ
え
タ
イ
ム
・
ラ
グ
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
特
に
ボ
ッ
ト
ル
・
ネ
ッ
ク
の
各
産
業
部
門
間
へ
の
波
及
過
程
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆



正
確
な
分
析
の
た
め
に
も
、
こ
の
間
題
へ
の
立
入
つ
た
解
明
が
必
要
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
吾
々
は
今
期
の
必
要
資
本
量
が
今
期
の
産
出
量
水
準
と
封
感
す
る
も
の
と
假
定
し
た
。
し
か
し
企
業
者
期
待
の
在
り
方
や
資

本
財
の
生
産
に
は
建
設
期
間
を
必
要
と
す
る
と
い
う
理
由
に
よ
つ
て
、
今
期
の
必
要
資
本
量
は
タ
イ
ム
・
ラ
グ
を
も
つ
た
産
出
量
水
準
に

鋤
慮
す
る
、
と
考
え
る
の
が
よ
り
現
實
で
あ
る
だ
ろ
う
。

　
今
、
最
も
軍
純
な
揚
合
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
ム
・
ラ
グ
が
一
期
間
で
あ
る
と
假
定
し
よ
う
。
こ
の
假
定
を
吾
々
の
模
型
（
N
る
一
）

式
に
導
入
す
れ
ば
、

　
　
　
（
い
る
o
）
　
園
（
聾
）
”
卜
璽
（
馬
－
一
）
＋
q
＆
（
蝋
ー
一
）
＋
噂
　
o
↓

　
　
　
（
い
，
醇
）
　
健
（
㎝
）
”
（
匡
＋
q
）
慌
尊
1
一
）
ー
8
（
軸
l
N
）
＋
噌

と
い
う
二
階
定
差
方
程
式
の
構
造
模
型
を
得
る
。
一
見
し
て
明
か
な
よ
う
に
、
行
列
及
び
ベ
ク
ト
ル
を
凡
て
ス
カ
ー
ラ
ー
と
考
え
る
な
ら

ぱ
、
こ
れ
は
ヒ
ッ
ク
ス
が
景
氣
循
瑳
分
析
で
用
い
た
基
本
方
程
式
と
勤
慮
し
て
い
る
。

　
若
し
吾
た
が
こ
の
模
型
の
解
明
に
成
功
す
る
な
ら
ば
、
産
業
交
流
の
動
態
現
象
に
封
し
て
、
ヒ
ッ
ク
ス
が
國
民
所
得
の
治
国
、
衣
運
動
に
つ

い
て
與
え
得
た
分
析
と
同
じ
程
度
に
、
可
威
り
の
光
明
を
投
ず
る
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
し
か
し
、
（
い
’
G
）
式
の
特
性
方
程
式

　
　
　
（
ω
．
b
。
。
）
　
＼
（
ン
）
…
一
く
肉
ー
ン
（
臥
＋
Q
）
＋
Q
一
”
o
o
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
（
曾
8
）
　
，
、
（
ン
）
…
一
　
　
（
ン
肉
ー
匡
）
1
9
翻
一
　
　
肉
ー
（
ン
肉
ー
臥
）
1
6
一
興
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
！
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ー
一

を
展
開
し
て
み
れ
ば
容
易
に
知
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
行
列
式
の
性
質
を
解
明
す
る
の
に
必
要
な
敷
學
的
換
作
は
、
現
在
ま
で
の
所
、
ま
だ

　
　
　
　
（
掲
）

充
分
で
は
な
い
。
實
際
、
吾
々
が
一
階
定
差
系
の
構
造
模
型
の
下
で
分
析
を
進
め
て
き
た
の
は
、
前
章
第
一
節
の
マ
ク
・
的
髄
系
と
の
ア

　
　
　
　
　
産
業
連
關
の
理
論
に
闘
す
る
一
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
九
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學
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究
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濟
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研
究
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
α

ナ
・
ジ
ー
に
お
い
て
亘
硯
分
析
と
構
造
分
析
の
本
質
的
相
違
を
指
摘
す
る
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
た
が
、
加
え
て
、
数
學
的
操
作
分

困
難
な
る
こ
と
が
吾
々
の
分
析
を
一
階
定
差
髄
系
に
局
限
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
吾
々
の
今
後
の
課
題
も
、
こ
の
模
型
の
性
質
の
解
明
に

向
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
（
1
）
　
更
に
、
時
間
を
充
分
大
に
と
れ
ば
、
各
産
業
部
門
の
産
出
量
の
相
封
的
比
率
は
、
近
似
的
に
は

　
　
　
　
　
　
　
ミ
（
属
）
　
　
津
嵐
礼
一
、
　
　
学
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壮
　
　
　
　
　
”
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
画
ζ
“
ど
N
噂
…
…
｝
3
）

　
　
　
　
　
　
　
ミ
（
○
　
　
、
こ
一
。
丸
㌔
　
　
♂
一

　
　
に
よ
つ
て
示
さ
れ
る
o

　
（
2
）
　
例
え
ば
、
三
部
門
構
造
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
模
型
を
考
え
よ
う
。
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れ
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特
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方
程
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得
る
。
か
く
し
て
完
全
解
を
求
め
る
な
ら
ば
、
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郷
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〕
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一
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婁
－
饗
葦
〕
＋
〔
警
｝
“
㏄
蓮
〔
”
〕

と
な
る
。
ろ
及
び
ム
は
僅
か
の
時
間
の
経
過
で
殆
ん
ど
無
覗
す
る
こ
と
が
出
來
る
か
ら
、
入
が
全
髄
系
の
蓮
動
を
支
配
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
箔
マ
馴
”
壽

が
こ
嚢
の
長
捜
長
奪
あ
る
．
婁
そ
ρ
ご
｛
一
甚
長
命
轟
害
、
諏
奉
飽
を
得
る
．

　
・
ビ
ン
ソ
ン
は
最
近
の
著
作
で
、
規
則
的
に
進
歩
す
る
鰹
濟
の
模
型
を
、
マ
ル
ク
ス
再
生
産
表
式
と
の
ア
ナ
・
ジ
ー
に
ょ
つ
て
、
次
の
よ
う
に
展

開
し
て
い
る
。蹄

号
斬
　
需
　
陣

禽
　
　
蹄
　
　
酬
　
　
爵

賛
建
一
ω
。
ひ

騰
－
丁
禽
黙
　
　
　
窓
O

N
2

卜o

O

巳
O

ひ
O
O

＄1巳

一
〇
b
　
　
　
O
一
■
o
Q

一
N
　
　
　
二
〇
〇

一
〇
N

一
N
O

ぴ
Q

一
Q
o
O

　
こ
の
表
よ
9
、
凡
て
の
愛
藪
が
二
〇
％
の
年
率
で
成
長
し
お
サ
、
且
つ
、
雨
部
門
の
贅
本
係
敷
が
等
し
く
鋤
下
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
し
か

　
し
こ
の
模
型
は
、
國
民
所
得
項
目
で
組
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
、
マ
ル
ク
ス
や
吾
々
の
揚
合
と
は
根
本
的
に
異
つ
て
い
る
。

　
篇
・
因
o
げ
5
の
o
P
侵
、
、
3
ト
ミ
。
＆
ぎ
§
・
黛
§
＆
9
ぎ
『
鄭
癸
∈
物
」
O
旨
，
P
8

（
3
）
　
最
小
な
る
自
然
的
成
長
率
に
依
存
す
る
理
由
は
、
各
産
業
部
門
の
産
出
量
が
同
時
に
他
の
部
門
の
投
入
量
と
な
る
た
め
に
、
産
出
量
は
最
小
な

　
　
　
　
薩
棊
連
關
の
理
論
に
欄
す
る
一
研
境
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
士
一
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L
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
二

　
る
投
入
量
に
ょ
つ
て
規
整
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
o

（
4
）
　
一
ッ
●
国
p
闇
Φ
F
、
試
禽
§
亀
、
き
繕
§
§
ざ
μ
8
一
●

（
5
）
㍗
搾
空
。
貫
＞
Ω
ミ
＆
ミ
§
ε
§
§
s
ミ
ξ
n
ご
昏
8
蚤
G
お
る
｝
一
β
タ

　
こ
れ
は
通
常
、
加
速
度
原
理
の
非
封
象
性
霧
｝
・
旨
B
9
曼
と
し
て
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
6
）
　
資
本
不
足
の
場
合
に
は
、
て
の
行
列
が
負
の
エ
レ
メ
ン
ト
を
持
つ
の
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ぱ
ハ
・
ッ
ド
に
よ
れ
ぱ
、
現
實
成
長
率
が

　
保
謹
さ
れ
た
成
長
率
の
上
方
え
乖
離
す
る
と
、
企
業
者
は
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
不
足
を
察
知
し
、
こ
の
不
足
分
を
補
う
た
め
に
投
資
を
行
う
。
そ
し
て
、

　
こ
の
投
資
は
再
び
規
實
成
長
率
を
高
め
、
更
に
贅
本
の
不
足
を
招
架
す
る
と
い
う
仕
方
で
、
言
は
ば
遠
心
力
的
に
紹
濟
を
蟹
張
さ
せ
る
と
い
う
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
じ
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
ち
　
　
し

　
あ
る
。
確
か
に
、
同
時
的
に
み
る
と
、
上
昇
過
程
は
贅
本
不
足
と
言
い
得
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
異
時
的
に
は
、
正
に
不
足
な
る
賓
本
ス
ト
ッ

　
ク
を
不
噺
に
補
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
、
た
え
ず
均
衡
し
て
い
る
の
で
あ
”
、
こ
の
均
衡
化
へ
の
努
力
が
経
濟
蟹
張
え
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
つ

　
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
實
成
長
率
と
は
、
正
に
異
時
的
均
衡
方
程
式
の
解
に
他
な
ら
な
い
。

（
7
）
　
如
何
な
る
時
貼
に
お
い
て
も
、
竜
し
必
ず

　
　
　
　
　
　
妃
（
へ
）
レ
（
勾
1
』
）
L
嚇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
賎
く
O
）

　
と
す
れ
ば
、
必
要
な
資
本
存
在
量
は
、

　
　
　
　
　
　
義
（
“
）
レ
Q
（
商
1
』
）
ー
、
（
肉
㊥
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
～
V
O
）

　
で
あ
る
。
從
つ
て
、
等
號
の
揚
合
が
成
立
す
れ
ば
、
行
列
加
速
度
は
、
自
動
的
に
ひ
よ
り
σ
に
愛
換
さ
れ
る
。

（
8
）
　
安
井
琢
磨
、
「
自
拗
振
動
と
景
氣
循
環
」
理
論
纏
濟
學
、
　
一
九
五
二
年
十
一
月
。

（
9
）
≦
・
い
σ
。
旨
c
♪
要
ミ
誼
静
§
摯
ミ
§
。
、
§
」
§
豊
。
§
単
§
§
撃
9
睾
璽
2
●
0
8
霞
。
馨
－
刃
。
轟
。
p
誉
塾
藝
魁
」
萱
嘗
融

　
o
、
一
㌧
、
＆
§
§
雷
§
＆
』
ミ
8
ヘ
ミ
§
｝
日
℃
巳
響
Ω
β
℃
．
い



　
し
か
し
、
レ
オ
ン
チ
ニ
ア
の
分
析
に
は
疑
問
が
あ
る
。
彼
は
、
吾
々
の
揚
合
と
は
異
つ
て
、
そ
の
模
型
を
、

　
（
一
）
…
：
…
嬉
（
軸
）
H
』
璽
（
』
）
十
Q
鴨
（
縣
）
十
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀

　
と
い
う
一
階
徴
分
方
程
式
で
示
し
て
い
る
。
こ
こ
に
涼
鵬
）
…
型
（
馬
）
で
あ
り
、
且
つ
』
レ
ρ
Q
隠
O
で
あ
る
。
こ
の
特
性
方
程
式
は

　
（
卜
。
）
…
…
・
く
（
国
）
田
【
（
笥
i
』
占
）
i
陶
q
一
口
㎜
南
ー
沢
的
ー
』
）
L
O
一
”
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
と
な
る
。
若
し
、
物
個
の
特
性
根
λ
の
中
に
、
實
敷
部
正
な
る
も
の
が
一
個
で
も
あ
れ
ば
、
こ
の
艦
系
は
蛮
散
禮
系
で
あ
る
。
簡
畢
の
た
め
に
刈
斑

為
と
置
け
ぱ
、
沁
十
。
な
る
赦
、
②
式
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（
ω
）
…
…
－
六
為
）
…
一
岬
人
国
－
匡
）
し
q
一
田
一
喜
よ
、
下
。

　
と
書
け
る
。
所
で
、
レ
オ
ン
チ
ニ
フ
が
假
定
し
て
い
る
よ
う
に
（
ω
言
岳
①
ψ
や
総
）
、
（
南
1
」
）
1
、
…
聰
y
O
で
あ
れ
ば
（
国
1
」
）
1
、
Ω
…
肉
肝
㌔
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
配
o
で
あ
る
。
然
る
に
、
豫
備
定
理
に
ょ
っ
て
、
非
負
行
列
は
必
ず
正
根
を
も
つ
か
ら
、
少
く
と
も
一
個
の
根
に
つ
い
て
は
》
…
訓
V
O
で
あ
る
。

　
即
ち
、
龍
系
は
必
ず
壷
散
解
を
示
す
。
こ
の
限
聾
で
は
、
レ
オ
ン
チ
フ
が
纏
濟
髄
系
の
長
期
的
成
長
を
前
提
し
て
い
る
立
揚
（
ω
9
岳
＄
マ
田
）

　
は
正
當
化
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
然
る
に
、
行
列
加
速
度
0
の
中
の
唯
一
個
の
エ
レ
メ
ン
ト
q
σ
が
0
に
憂
換
さ
れ
る
揚
合
に
つ
い
て
、
彼
が
下
方
輔
換

　
の
可
能
性
を
假
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
　
（
的
1
」
）
ー
、
田
関
y
P
q
～
O
な
る
限
り
不
可
能
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
蓋
し
、
攣
換
さ
れ
た
行
列

　
0
を
ひ
で
示
す
と
、
（
鳶
ー
』
）
1
、
Q
襲
m
山
Q
畳
柑
肉
曇
y
o
な
の
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
實
敷
部
正
な
る
根
ゲ
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
極
端
に
一
一
　
口
え

　
ば
、
行
列
0
の
中
に
た
だ
一
個
で
も
正
の
エ
レ
メ
ン
ト
が
存
在
す
る
限
リ
、
盤
系
が
全
面
的
下
降
蓮
動
を
示
す
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

（
1
0
）
　
但
し
、
安
定
の
充
分
條
件
は
導
出
出
來
る
。
（
ω
』
一
）
式
は
簡
輩
に
次
の
よ
う
に
書
改
め
得
る
。

、
（
淘
）
”

淘
国
1
（
、
十
q
）
　
　
閑

　
　
I
O
　
　
　
　
淘
電

”

o

然
る
に
、
た
と
え
負
の
エ
レ
メ
ン
ト
を
持
つ
て
い
て
も
、

　
　
　
産
世
ポ
沌
”
關
の
理
弧
㈹
に
關
開
ふ
ヲ
る
一
研
究

そ
の
絶
磐
値
に
つ
い
て
考
慮
す
れ
ば
、

豫
備
定
理
②
が
適
用
出
來
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
三



　
　
　
　
｝
橋
大
學
研
究
年
報
　
経
濟
學
研
究
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
四

　
　
　
　
　
（
一
L
”
…
…
㍉
）
（
」
十
q
十
〇
）
い
（
ご
ど
…
…
｝
一
）

　
で
あ
り
、
且
つ
こ
の
行
列
が
完
全
連
結
で
あ
れ
ば
、
髄
系
は
充
分
に
安
定
で
あ
る
。
具
髄
的
に
言
え
ば
、

　
　
　
　
　
　
£
＋
N
ご
い
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
画
1
1
ど
N
｝
…
…
u
こ

　
な
る
場
合
で
あ
る
o

〔
後
　
　
記
〕

（
一
）
　
私
は
、
こ
の
論
文
の
若
干
の
内
容
を
、
早
稻
田
大
學
に
お
け
る
理
論
経
濟
學
會
に
お
い
て
報
告
し
た
。
し
か
し
、
以
上
の
分
析
に
封
し
て
、

　
　
　
　
　
㎏
（
』
）
巨
」
璽
（
馬
）
十
q
」
健
（
、
十
一
）
＋
（

　
と
い
う
模
型
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
私
の
模
型
で
は
、
今
期
の
賛
本
設
備
は
今
期
の
産
出
量
と
欝
慮
し
て
い
る
が
、
こ
の
模
型
で
は
、
今
期
の

　
費
本
設
備
は
次
期
の
産
出
量
に
封
慮
し
て
い
る
。
こ
の
揚
合
の
特
性
方
程
式
は
、
明
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
る
）
m
一
ヤ
一
的
入
国
1
」
）
1
、
皇
”
。

　
と
な
り
、
（
問
ー
』
）
1
、
y
ρ
Q
配
ρ
　
（
勾
ー
」
）
1
鴎
Q
障
O
な
る
限
り
、
髄
系
は
確
定
的
に
登
散
的
で
あ
る
。

　
　
生
産
期
間
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
限
り
、
贅
本
設
備
が
次
期
の
産
出
量
を
制
約
す
る
こ
と
は
事
實
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
と
、
A
・
期
の
投

　
資
決
意
が
産
串
量
に
關
す
る
過
去
の
　
ぎ
惰
9
旨
㌶
δ
ロ
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
と
は
別
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
投
賛

　
行
爲
に
關
す
る
見
解
に
つ
い
て
は
、
供
給
面
を
強
調
す
る
古
典
學
派
的
接
近
と
需
要
面
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
置
く
ケ
イ
ン
ジ
ヤ
ン
的
接
近
と
が
あ
り
、
、

　
從
つ
て
、
模
型
の
選
撮
も
、
こ
の
問
題
の
解
明
が
充
分
に
な
さ
れ
た
後
に
お
い
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
、
そ
の
一
つ
の
解
決
を
、

　
亘
親
的
模
型
に
つ
い
て
與
え
て
お
い
た
（
一
，
亘
覗
的
経
濟
愛
動
の
簡
輩
な
模
型
」
理
論
経
濟
學
所
牧
）
。

　
　
　
　
　
　

（
二
）
　
命
題
・
5
に
關
し
て
、
私
は
、
髄
系
が
完
全
連
結
な
ら
ば
、
凡
て
の
産
業
部
門
が
、
少
く
と
も
（
鴛
i
ご
次
の
供
給
部
門
に
な
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　
　
　
　
　
0

’


